
広報四国中央

新
宮
町
上
山
地
区
を
探
訪

中
核
病
院
の
基
本
構
想
が
完
成

令
和
４
年
度
当
初
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

表紙：安樂寺本堂（新宮町上山）

本
市
の
人
口
デ
ー
タ
は

20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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新
宮
町
上
山
は
、
緑
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
梅
雨
の
時
期
は
紫
や
桃
色
な
ど

２
万
本
の
ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
「
あ
じ
さ

い
の
里
」、
夏
に
は
、
避
暑
を
求
め
て
キ
ャ

ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
「
塩
塚
高
原
」

な
ど
が
あ
り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
華
や
か
な
観
光
資
源
の
ほ

か
に
、
古
く
か
ら
地
域
や
暮
ら
し
に
根
付
き
、

地
元
の
人
た
ち
が
受
け
継
ぎ
守
っ
て
き
た
文

化
財
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ど
こ
か
懐

か
し
く
感
じ
ら
れ
る
郷

き
ょ
う
し
ゅ
う

愁
溢
れ
る
側
面
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
静
寂
な
時
間
、
地
域

が
歩
み
過
ご
し
て
き
た
歴
史
、
そ
ん
な
空
間

を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
８
月
の
最
後
の
日
曜
日
、
普
段

は
静
寂
な
西に

っ
し
ょ
う庄

地
区
に
厳
か
な
鐘
や

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

そ
の
音
の
正
体
は
、
３
０
０
年
以
上
続
く

と
さ
れ
る
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
鐘

踊
り
」。

　

戦
国
時
代
に
長ち

ょ
う
そ
か
べ
も
と
ち
か

曾
我
部
元
親
に
よ
っ
て
滅

ぼ
さ
れ
た
領
主
（
大お

お
に
し
び
っ
ち
ゅ
う
の
か
み
も
と
た
け

西
備
中
守
元
武
）
を
し

の
び
、
そ
の
善
政
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
手
は
、
地
域
内
外
の
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
と
幅
広
く
、
華
麗
な
衣
装
に
身
を

包
み
、
跳
躍
が
激
し
く
華
や
か
で
あ
り
な
が

ら
も
、
郷
愁
漂
う
踊
り
に
心
奪
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
帰
省
す
る
出
身
者
や
観
光
客
も

多
く
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸

能
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　　　　　　新宮観光協会
　　　　　　新

あらき
木 博久 会長

新宮町上山地区には、山間部の
自然のほかにもたくさんの魅力
があります。
多くの方が楽しんでいただくこ
とで、私たちも郷土の誇りに感
じています。

鐘の音響く鎮魂の舞い

県指定無形民俗文化財 鐘踊り
新宮町上山 922 番地　大西神社

～新宮町上山地区を探訪～

歴史と伝統芸能

１回の踊りに約４０分～５０分かかると言われて
いる踊りを３回披露します。
昔は、踊り手たちが夜を徹して３３回も披露し、
奉納していたようです。



あ
じ
さ
い
の
里
か
ら
車
で
約
10
分
。
今

は
閉
校
し
て
い
る
旧
寺
内
小
学
校
の

隣
に
安あ

ん
ら
く
じ

樂
寺
は
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
安
樂
寺
は
平
成
31
年
３
月
に
市
の
指

定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
最
大
の

魅
力
は
、
本
堂
の
軒
下
全
体
に
龍
の
彫
刻
が

張
り
巡
ら
さ
れ
た
板い

た
の
き軒
彫
刻
。
特
に
龍
の
頭

を
立
体
的
に
掘
り
出
し
た
箇
所
は
最
大
の
見

ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
唐
獅
子
牡
丹
や
岩
山
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
正
面
の
眺
め
、
鉈な

た

で
彫
っ
た
よ
う
な

荒
々
し
い
木き

ば
な鼻

、
建
物
全
体
が
芸
術
的
な
彫

刻
の
塊
の
よ
う
で
、
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
板
軒
彫
刻
は
非
常
に
珍
し
い

こ
と
か
ら
貴
重
と
言
わ
れ
、
今
後
の
更
な
る

評
価
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
で
あ
じ
さ
い
の
里
か
ら
塩
塚
方
面
へ

約
15
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
素そ

が鵞
神
社

で
は
、
10
月
の
最
終
日
曜
日
に
烏え

ぼ

し
帽
子
姿
の

男
の
子
が
屋
台
に
乗
り
、
神か

ぐ
ら楽

を
奏
で
、
伊

勢
音
頭
風
の
囃は

や
し子

を
う
た
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
５
１
１
年
に
京
都
の
嵯
峨
野

か
ら
移
り
住
ん
だ
日
野
光み

つ
と
も朝
が
京
の
祇
園
神

社
を
し
の
び
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
最
近
は
中
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
若わ

か
し
ゅ
う衆が
屋
台
を
荒
々
し
く
揺
ら
す

中
、
乗
り
子
の
子
ど
も
た
ち
が
必
死
に
囃
子

を
続
け
る
シ
ー
ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
山
間
に
佇
む
本
殿
も
見
ど
こ
ろ
で

す
。
文
化
財
調
査
を
行
っ
た
県
建
築
士
会
四

国
中
央
支
部
に
よ
る
と
優
れ
た
彫
刻
物
類
や

当
時
の
建
築
技
術
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

建
物
の
風
格
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

上
山
地
区
に
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
と
優

れ
た
文
化
財
が
多
く
残
さ
れ
、「
雅
さ
」
と

文
化
的
に
「
豊
か
」
で
あ
っ
た
山
間
部
の
暮

ら
し
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

最高潮となる屋台のゆさぶり。
乗り子の子どもたちは、
いろいろな表情をみせる。

龍の装飾彫刻が張り巡らされた軒下に注目
市指定有形文化財（建造物）

安樂寺本堂
新宮町上山 6198 番地

中世京都の香りを残す
市指定無形民俗文化財

素鵞神社の神楽・屋台
新宮町上山 3132 番地

■問い合わせ先
　文化・スポーツ振興課　28-6043



病
床
規
模
と
診
療
科

　

病
床
数
は
２
３
１
床
程
度
と
し
、
機
能
別

内
訳
は
、
左
記
の
表
１
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

不
足
す
る
診
療
科
や
今
後
増
加
す
る
患
者

数
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
設
置
す
べ
き
診
療

科
は
、
左
記
の
表
２
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

中核病院の基本構想が完成
待 望 の

　　　　　　　　　　施設概要
建設地　現：三島医療センター敷地
　　　　　※既存建物を撤去して、建設予定
建　物 （延床面積）２４，０００㎡ 程度
　　　　　※５階～７階建て構造として検討
（表１）病床規模・機能

区分 病床数
総病床数 　２３１床 程度
　（内訳）高度急性期 　　　８床 程度
　　　　　急性期 　１７９床 程度
　　　　　回復期 　　４０床 程度
　　　　　感染症病床 　　　４床 程度

　

今
年
３
月
、
公
立
学
校
共
済
組
合
（
東
京

都
千
代
田
区
）
は
、
四
国
中
央
病
院
（
川
之

江
町
）
と
三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
中
之
庄
町
）

を
統
合
し
た
新
た
な
中
核
病
院
の
考
え
方
を

ま
と
め
た
「
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
完
成
し
た
姿
が
明
確
と
な
る
の

は
、
今
後
の
基
本
設
計
の
段
階
で
す
が
、
基

本
構
想
で
は
、
そ
の
設
計
の
前
提
と
な
る
基

本
的
な
考
え
方
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
、
地
域
に
不
足
す
る
診
療
科
を

設
置
し
、
新
興
感
染
症
に
も
対
応
で
き
る
病

院
と
し
て
、
令
和
10
年
度
で
の
運
営
開
始
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
構
想
と
は
？

基
本
構
想
は
、
建
設
の
実
現
の
た
め
、
規
模

や
機
能
・
施
設
内
容
・
事
業
費
な
ど
の
設
計

に
向
け
て
の
条
件
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　　　　　　　設置すべき診療科（表２）

内科 小児科
呼吸器内科 脳神経外科
循環器内科 整形外科
消化器内科 形成外科
脳神経内科 皮膚科
血液内科 泌尿器科
代謝内分泌内科 産婦人科
腎臓内科 眼科
総合内科 耳鼻咽喉科

外科 放射線科
消化器外科 精神科／心療内科
乳腺・内分泌外科 麻酔科／ペインクリニック
心臓血管外科 リハビリテーション科
小児外科 病理診断科
呼吸器外科 緩和ケア外科

建設予定地（中之庄町）

〒
伊予三島伊予三島
　郵便局　郵便局

四国中央四国中央
警察署警察署

ＪＲＪＲ
伊予三島駅伊予三島駅

1111

1111

建設予定地建設予定地
（三島医療センター敷地）（三島医療センター敷地）

至 土居至 土居

至 川之江至 川之江

整備手法

基本構想

基本計画

基本設計

実施設計

建設工事

開　院

公立学校共済組合 四国中央病院



各医療に対応した
急性期医療を担う病院

安心で安全な
医療が受けられる病院

災害発生時に
拠点として機能できる病院

宇摩圏域における５疾病５事業に新
興感染症対策を加えた各医療に対応
した急性期医療を担う地域中核病院
を構築します。

ハートフルでリラックスできる医療
環境を実現し、周産期から高齢者ま
で安心で安全な医療が受けられるよ
う、地域の高度急性期、急性期、回
復期医療及び人間ドックなどの健康
管理事業を有する公的基幹病院とし
ての機能を整備します。

本市を中心とした地域住民の「健康
寿命の延長」に向けて責任を持って
医療を提供し、かつ災害発生時に拠
点として機能できる病院とします。

地域に根差した
より質の高い病院

職員も安心して
長く働ける病院

市民、行政及び関係機関が一体とな
り、当院を「私たちの病院だから、
将来に向けて更に育んでいくのだ」
という意識の下に、地域に根差した
公的基幹病院として、より質の高い
総合病院を建設します。

人材育成や医師の確保に努め、医療
提供体制及び医療機器の整備を進め
るとともに、職員も安心して長く働
ける労働環境及び福利厚生の整備を
より一層推進します。

– Professionalism, Development, Safety and Continuity –

公立学校共済組合の病院として、

質の高い医療を提供し、地域と共に成長し、安心・安全を未来に繋ぐ

医
療
機
能
体
制

　

中
核
病
院
は
、
地
域
の
高
度
急
性
期
と
急

性
期
医
療
な
ど
の
医
療
機
能
を
担
い
ま
す
。

　

近
隣
医
療
機
関
及
び
関
連
施
設
な
ど
と
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
患
者
の
病
態
に

合
わ
せ
て
、
高
度
急
性
期
や
急
性
期
か
ら
回

復
期
や
慢
性
期
へ
、
更
に
在
宅
医
療
や
訪
問

看
護
な
ど
の
経
路
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

が
ん
医
療

　

現
在
、
四
国
中
央
病
院
は
、
地
域
が
ん
診

療
連
携
推
進
病
院
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

宇
摩
圏
域
に
お
け
る
が
ん
治
療
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を

推
進
し
、
が
ん
医
療
の
集
学
的
治
療
と
緩

和
ケ
ア
入
院
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
が

ん
の
予
防
・
診
断
・
治
療
の
宇
摩
圏
域
に
お

け
る
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
き
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
目
指
し
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
22
年
２
月

　

県
・
県
公
営
企
業
管
理
局
・
公
立
学

校
共
済
組
合
の
３
者
が
「
宇
摩
圏
域
の

地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結

平
成
22
年
４
月

　

県
立
三
島
病
院
を
県
か
ら
公
立
学
校

共
済
組
合
へ
移
譲
。
三
島
医
療
セ
ン

タ
ー
に
名
称
変
更

平
成
30
年
11
月

　

三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
土
地
を
第
一

候
補
地
に
選
定

平
成
31
年
３
月

　
「
公
立
学
校
共
済
組
合
が
設
置
す
る

中
核
病
院
の
あ
り
方
協
議
会
」
が
発
足

令
和
元
年
９
月

　

耐
震
性
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
三
島

医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療
休
止

令
和
２
年
３
月

　

三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
・
液
状

化
な
ど
を
調
査

令
和
３
年
１
月

　

三
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
土
地
を
建
設

予
定
地
と
決
定

令
和
４
年
３
月

　

中
核
病
院
基
本
構
想
が
完
成

■
問
い
合
わ
せ
先

　

四
国
中
央
病
院
総
務
課

　
　

58
・
３
５
１
５

　

市
医
療
対
策
課　

地
域
医
療
対
策
係

　
　

28
・
６
１
５
７

公立学校共済組合
　　　四国中央病院

　北川 哲也 病院長

地域課題や医療の現状を踏まえ、基本
構想が完成しました。開院に向け、基
本計画や基本設計、実施設計に全力で
取り組みます。



令和４年度 当初予算

   

当
初
予
算
編
成
方
針

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
と
地
域
経
済
活
性
化
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
、
あ
っ
た
か
し
こ
ち
ゅ
〜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、
一
人

で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

の
各
種
事
業
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
や
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
防
災
・
減
災
対
策
、
そ
し
て
子
育
て
環
境
の

充
実
、
さ
ら
に
地
域
産
業
の
活
性
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
予
算
化
す
る

と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
な
ど
新
し
い
社
会

変
容
に
対
応
し
た
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
と

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
７
８
億
１
千
万
円
で
、
令
和
３
年
度
と
比

べ
、
９
億
６
千
万
円
（
２
・
６
％
増
）
の
増
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
事
業
な
ど
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
る
財
政
需
要
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
自

主
財
源
（
市
税
な
ど
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
）
が
49
・
５
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県

が
定
め
る
補
助
金
な
ど
）
が
50
・５
％
と
な
り
、

市
税
の
増
収
見
込
み
が
影
響
し
て
、
自
主
財
源

の
割
合
は
令
和
３
年
度
と
比
べ
２
・
０
％
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

財政課　28-6007

総額 630 億 3,500 万円（前年度比　+1.4％）

一般会計　　　378 億 1,000 万円（前年度比　+2.6％）

特別会計　　　252 億 2,500 万円（前年度比 － 0.4％）

一般会計歳出の内訳 一般会計歳入の内訳

歳出
378 億 1,000 万円

人件費
80 億 6,477 万円

扶助費
80 億 8,983 万円

公債費
50億 9,821 万円

普通建設事業費
28 億 8,486 万円

災害復旧費
2,723 万円

物件費
52 億 7,051 万円

貸付金
3億 1,380 万円

維持補修費
3億 92 万円

補助費等
30億 2,975 万円

繰出金
43 億 3,646 万円

その他
3億 9,366 万円

義務的経費
56.2％

その他経費
36.1％

投資的経費
7.7％

市税
153 億 4,198 万円

分担金及び負担金
4億 6,429 万円
使用料及び手数料
5億 8,055 万円

諸収入などの収入
14 億 713 万円
繰入金
9億 1,993 万円

地方交付税
61 億 2,000 万円

地方譲与税
3億 8,800 万円

その他の交付金
22 億 3,140 万円

国・県支出金
85 億 2,422 万円

市債
18 億 3,250 万円

自主財源
49.5％

依存財源
50.5％

歳入
378 億 1,000 万円

第３期あったかしこちゅ～プロジェクト



当初予算の主な事業（抜粋）

ほかにも次のような事業を行います（抜粋）

公共施設トイレ環境改善事業
[ 新規 ]　6,700 万円
ユニバーサルデザインの推進や新型コロナウイルス
感染症の拡大防止の観点から、和式トイレの洋式化
や自動水栓整備など、トイレの環境を改善します。

書道パフォーマンス甲子園補助事業
[ 継続 ]　約 1,600 万円
記念すべき第 15 回大会にあたり、新たにシンボル
マークの制作や会場デザインの変更、大会 PR大使を
任命するなど、更なる飛躍に向けて取り組みます。

産婦健康診査事業
[ 新規 ]　約 300 万円
出産後間もない時期の産婦に対する健康診査の費用
を助成し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のな
い支援体制を整備します。

地域産業支援事業
[ 新規 ]　1,500 万円
ウィズコロナ・アフターコロナに対応できる地域産
業形成のため、事業継続・雇用促進・販路開拓及び
感染症対策の強化に関する独自の事業を推進します。

DX 推進事業
[ 新規 ]　約 1,900 万円
「誰一人取り残さない人に優しいデジタル化」を目指
すため、全庁が一体となり DX推進に取り組み、市
民サービスの向上や行政事務の効率化を図ります。

障がい福祉サービス事業 約 16 億 5,400 万円 北地区交流センター（仮称）整備事業 約 8,600 万円
クリーンセンター整備事業 約 3億 3,400 万円 ごみ処理施設再編事業 約 2,400 万円
ふるさと納税推進事業 約 2億 4,000 万円 防災マップ改訂事業 1,700 万円
寒川グラウンド整備事業 約 1億 1,400 万円 子育て環境充実事業 約 300 万円

DX：ICT の浸透が人々の生活を
あらゆる面でより良い方向に変化させること（総務省）

新型コロナウイルスワクチン接種事業
[ 継続 ]　約 5億 1,700 万円
追加接種（3回目）や 5歳から 11歳までの接種など、
引き続き新型コロナワクチンの早期接種に向けて、
全力で取り組みます。



４回目の追加接種

医療対策課
新型コロナワクチン接種担当
TEL：28-6208
FAX：28-6213

新たに対象となる 12 歳から 17 歳の方
には、接種券を４/26（火）に発送して
います。接種券が届いた方から予約を
していただけます。

▶

追加接種は事前予約が必要です！！

４回目の接種については、現在その有
効性や対象年齢について審議されてい
ます。3回目からの接種間隔や接種開
始時期は、薬事承認後に国から示され
ますので、決まりしだいホームページ
や市公式 LINE でお知らせします。

▶

WEB 予約

市公式 LINE では、
接種予約サイト掲載のほか、
新型コロナワクチンの情報を
随時お届けしています！

新型コロナワクチン接種の
ご案内

check !!

ファイザー社製ワクチンを使用します。▶

電話予約
臨時受付センター 28-6220
月曜～金曜日：9時～ 17時

予約受付センター 0570-057-089
月曜～土曜日：9時～ 19時
（土曜日は 17時まで）

＜ 12 歳から 17 歳の方＞

追加（３回目）接種の対象者は、２回目接種から６か月以上経過している方です。

12 歳から 15 歳の方が、接種するには
保護者の同意が必要です。接種の際は、
原則保護者が同伴してください

※

市公式 LINE

お友達登録
お願いします

＜使用するワクチンの説明書＞
12 歳から 15歳のお子さま
への接種をお考えの保護者
用説明書

ファイザー社製
ワクチン説明書

武田 / モデルナ社製
ワクチン説明書

追加（３回目接種 ） ※対象年齢が 12 歳以上となりました

国が示す新型コロナワクチンの接種期
間（クーポン券の有効期限）は、令和
4年 9月 30日までの予定です。
この期間内であれば、接種にかかる費
用は無料です。接種を希望する方は、
下記までお問い合わせください。

初回接種（１・２回目）
未接種の方へ

新型コロナワクチンを３回接種した場
合であっても、接種後の時間の経過と
ともにワクチンの有効性や免疫原性が
低下することが報告されています。

▶



令
和
４
年
度
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

扶養親族
等の数

所得額所得額
（万円）（万円）

収入額の収入額の
目安目安
（万円）（万円）

所得額所得額
（万円）（万円）

収入額の収入額の
目安目安

（万円）（万円）
0人 622622 833.3833.3 858858 10711071
1 人 660660 875.6875.6 896896 11241124
2 人 698698 917.8917.8 934934 11621162
3 人 736736 960960 972972 12001200
4 人 774774 10021002 10101010 12381238
5 人 812812 10401040 10481048 12761276

Point 1

Point 2

所
得
上
限
限
度
額
が

設
け
ら
れ
ま
す

所得制限
限度額

所得上限
限度額

児童一人につき
一律 5,000 円（特例給付）

の支給
【従来どおり】 【改正後】

下記の額以上だと…

令
和
４
年
６
月
分
の
児
童
手
当
（
令
和
４
年

10
月
支
給
分
）
か
ら
、
所
得
上
限
限
度
額
が

設
け
ら
れ
、
前
年
の
所
得
が
左
表
の
所
得
上

限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
児
童
手
当
な
ど

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
を
喪
失
し
た
後
に
、
所
得
が
所
得

上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
、
改
め
て

認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※下記の額を超えない
　場合は、児童手当が
　支給されます

下記の額以上だと…

問い合わせ先

こども家庭課
TEL：28-6027
FAX：28-6031

詳しくは
HPをご覧ください

今回新設

支給無し
（受給資格が喪失します）

現
況
届
の
提
出
が

原
則
不
要
に
な
り
ま
す

現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
の
状
況
を
把
握
し
、

6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
も
の
で
す
。

引
き
続
き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な

引
き
続
き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な

次
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
頃
に

次
の
方
に
は
、
６
月
中
旬
頃
に

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
お
り
、

同
居
父
母
で
認
定
を
受
け
て
い
る
方

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、
住
民
票

の
住
所
地
が
四
国
中
央
市
と
異
な
る
方

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い
方

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
な
ど
の

受
給
者

そ
の
他
、
市
か
ら
提
出
の
案
内
が
あ
っ
た
方

•

現
況
届
の
提
出
省
略
に
伴
い
、

現
況
届
の
提
出
省
略
に
伴
い
、

次
の
場
合
に
は
新
た
に
届
出
が

次
の
場
合
に
は
新
た
に
届
出
が

必
要
で
す
。

必
要
で
す
。

••••

受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ

た
と
き

（
例
）
会
社
を
退
職
し
国
民
年
金
に
加

入
し
た
、
公
務
員
に
な
っ
た
な
ど

同
居
父
母
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い

る
受
給
者
で
、
離
婚
が
成
立
し
た

と
き
（
離
婚
成
立
日
が
確
認
で
き
る

書
類
の
添
付
が
必
要
）

配
偶
者
の
住
所
が
受
給
者
と
同
一
市

町
村
で
な
く
な
っ
た
と
き

•••

••



発熱・せきなどの症状があるときはイベントへの参加を控えましょう。またイベントに参加する際は、
マスクの着用など感染症対策をお願いします。状況によりイベントの中止や規模の縮小があります。

場所 期間 時間 対象者 定員 募集期限・期間参加費講師 問い合わせ先

第 21 回霧の森お茶まつり

9：00 ～ 15：00

66
霧の森イベント広場ほか

絵画グループあいあい 20 年のあゆみ企画展
- ちょっとひと休みしませんか -

5/28（土）～ 6/5（日）
9：00 ～ 17：00 
（月曜日休館 /最終日は 14：00 まで）
無料
暁雨館　28-6325

55 66
28~ 11

暁雨館　企画展示室
『絵本 de クラシック』

～ブレーメンの音楽隊

第 129 回四国中央ふれあい大学講座

しこちゅ～ホール　大ホール
金管五重奏の調べとともに、動く絵本の世界へ。ジブ
リやモーツァルトの名曲コンサートも！子どもから大
人まで楽しめるコンサートです（全席自由）。
14：00 ～（13：30 開場）
大人 2,000 円（当日 2,500 円）
高校生以下 1,000 円（当日 1,500 円）
２歳以下 無料※
※大人１名につき１名まで膝上鑑賞可
※座席が必要な場合は有料
四国中央ふれあい大学事務局
28-6043（文化・スポーツ振興課内）

四国中央市内先行販売（販売中）
文化・スポーツ振興課、しこちゅ～ホール、
川之江窓口センター、ユーホール、
明屋書店川之江店
一般プレイガイド販売（5/4 ～）
ローソンチケット（Ｌコード：63182）
※完売した場合は当日券の販売はありません

会員 15 名による作品展。
油絵や水彩画、日本画、版
画など約 60 点の作品ととも
に 20 年のあゆみを振り返り
ます。

親子ふれあいあそび

6 / 2（木） 川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

6 / 7（火） 妻鳥保育園 0歳児主体
6 / 8（水） 川之江体育館 自由あそび主体
6/14（火） 川之江図書館 おはなし主体

乳児保育所こども村　 56-1310
5/25（水）9：00~

無料

今年も新宮で新茶ができました。
収穫されたばかりの若々しくも荒々しい香りをご堪能ください。

霧の森　72-3111

霧の森スタンプラリー コケ玉作り体験教室

10：00~11：00

体操や手遊び、育児相談

あり

アフリカンカーニバル など

5



11

66
11

霧の森第１駐車場　集合

10：00～（約3時間）
小学生以上
(小学生は保護者同伴)
8名（最少催行人数2名）
2,000円（昼食・保険料込）
感染症の影響により昼食が
中止の場合は参加費1,000円
6/8（水）17：00まで
市観光協会　77-5003

ガイドと歩く
四国・参勤交代の道

- 新宮町・霧の森界隈 -

新宮町に残る「土佐街道」の一部を
歩いてみませんか？（霧の森レスト
ランの昼食有り）

55

44

12~

29~

TOEIC をはじめよう

花遊　押し花作品展

市役所市民交流棟 2 階

霧の森ふれあい館
ギャラリー

TOEIC は世界中で活用されている英
語検定です。英語学習のちょっとし
た刺激が欲しいという方はぜひご参
加ください（全６回）。
5/12 ～ 6/16（毎週木曜日）
19：00 ～ 20：00
ダニエル・クルーズ（ＣＩＲ）
中級者～
12 名（最小催行人数 5名）
会員 2,000 円 / 一般 4,000 円
（教科書代 約 3,000 円別途）
5/10（火）まで
市国際交流協会   28-6014

55
29

英語カフェ①

市役所市民交流棟 2 階

カジュアルな雰囲気で、自由な話題
を英語で話しませんか？英語力を試
したい人、キープしたい人、英語に
もっと自信をつけたい人、だれでも
参加できます。

15：00 ～ 16：30
ダニエル・クルーズ（ＣＩＲ）
初級者～（高校生以上）
12 名
会員 300 円 /一般 600 円
5/20（金）まで
市国際交流協会　28-6014

55
31~

英語教室 ( 初級 ) １

市役所市民交流棟 2階

国際交流員とテキストを使って英語
の基礎や英会話を楽しく学びません
か？（全６回）
5/31（火）
6/3 ～ 7/1（毎週金曜日）
10：00 ～ 11：30
ダニエル・クルーズ（ＣＩＲ）
初心者～
12 名（最小催行人数 5名）
会員 3,000 円 / 一般 6,000 円
（教科書代 約 3,000 円別途）
5/27（金）まで
市国際交流協会 　28-6014

55
28 しこちゅ～　紙と神の物語

ルミエール　ロビー　集合

興願寺・三島神社・西参道・中通り
商店街などを歩いて歴史を学びませ
んか？（昼食・おやつ有り）

ガイドの案内で学ぶ

10：00～（約3時間）
小学生以上
(小学生は保護者同伴)
8名（最少催行人数2名）
2,000円(昼食・保険料込)
感染症の影響により昼食が
中止の場合は参加費1,000円
5/25（水）17：00まで
市観光協会　77-5003

66
4

庭を愛でる
- 日本茶インストラクターと

お茶を楽しみながら -

江戸時代から続く
暁雨館の庭園を眺
めながら、歴史や
見どころ、お茶を
楽しみましょう。

1回目9：30～/2回目10：45～ 
石川安代（霧の森）
各回8名（先着順）
500円（新宮茶の新茶を味わう
・2種類コース）
5/13（金）～※1団体３名まで
暁雨館　28-6325

55
14~

石川憲二
光と影水彩画展

霧の森ギャラリー(売店２階)

5/14（土）～ 6/12（日）
10：00 ～ 17：00
霧の森　72-3111

油絵のような力強い筆致と水彩画な
らではのみずみずしい色彩で表現さ
れた詩情
溢れる風
景画をご
観覧くだ
さい。

55
21~

覚醒 !? 宇摩の地域意識
- 描かれ記録された

　近世宇摩の姿 -
歴史考古博物館
-高原ミュージアム -

5/31（火）まで
の企画展で学芸
員が展示解説を
行います。
5/21（土）・22（日）
13：30 ～（30 分程度）
各日 10 名（先着順）
無料
5/13（金）～
歴史考古博物館　28-6260

4/29（金）～ 6/5（日）
10：00 ～ 17：00
無料
霧の森　72-3111

暁雨館　和室

自然の草花に感じる
ノスタルジックな温
もりとアンティーク
な味わい。押し花の
魅力をお楽しみくだ
さい。



3
28

　

３
月
30
日
に
松
柏
小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
松
柏
小
学

校
の
児
童
数
の
増
加
に
伴
い

手
狭
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に

加
え
て
、
待
機
児
童
も
増
加
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に

小
学
校
の
隣
接
地
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
篠
原
市
長
の

ほ
か
学
校
関
係
者
や
地
域
住

民
の
方
た
ち
な
ど
約
30
名
が

参
列
し
、
開
所
を
祝
う
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
篠
原
市
長
は
「
就

労
と
子
育
て
を
両
立
す
る
保

護
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
に
は
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
社
会
性
や
協
調
性
を

育
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

3
30

待
機
児
童
解
消
に
向
け

松
柏
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
拡
充

　

閉
園
式
で
は
、
篠
原
市
長

か
ら
「
今
日
ま
で
西
保
育
園

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
や
地
域
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
感
謝
し
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
多
く
の
園
児
を

見
守
っ
て
き
た
園
庭
の
桜
が

咲
き
誇
る
中
、
記
念
写
真
を

撮
影
す
る
な
ど
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
園
舎
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

　

３
月
28
日
に
西
保
育
園
で

卒
園
式
と
閉
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
園
は
、
昭
和
43
年
に
中

之
庄
団
地
の
造
成
に
よ
る
地

元
住
民
の
要
望
を
受
け
、
伊

予
三
島
市
立
三
島
西
保
育
所

と
し
て
開
園
。
最
盛
期
は
約

90
名
の
園
児
が
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
著
し
い
園
児
数

減
少
と
施
設
の
老
朽
化
に
よ

り
、
閉
園
が
決
定
し
ま
し
た
。

54
年
の
歴
史
に
幕

　
　
　
西
保
育
園
で
閉
園
式



大黒工業株式会社が紺綬褒章を受章

新型コロナウイルス感染症の影響に苦しむひとり
親世帯と飲食業者を応援するため、昨年市に多額
の寄付をされた大黒工業株式会社（石川忠彦代表
取締役会長）に国から紺綬褒章が贈られました。

3
16

川之江先輩塾が
文部科学大臣表彰を受賞

川之江高校の卒業生などで構成される有志のグ
ループ 「川之江先輩塾」が提供する、同校の生徒
をはじめとした若い世代の人に対する学びの場が
認められ、文部科学大臣賞が贈られました。

3
16

市選挙管理委員の田中鐘暁さんが
総務大臣表彰を受賞

第 49 回衆議院議員総選挙において公明かつ適正
な選挙が行われるよう、さまざまな機会を通じて
市民の政治意識の醸成に寄与されたとして、田中
鐘
しょうきょう

暁 さんが総務大臣表彰を受賞されました。

4
4

青柳美扇氏が書道パフォーマンス
甲子園アンバサダーに就任

青
あおやぎ

柳美
び せ ん

扇氏（書道家 / アーティスト）に、書道パ
フォーマンス甲子園アンバサダーの委嘱状が交付
されました。しこちゅ～ホールで行われた就任式
の様子は、広報６月号で特集する予定です。

4
13

令和 4 年全日本柔道選手権に出場！

県警の阿
あが　ゆめと

河夢斗さん（三島高校卒）が 3 月 6 日に
阿南市で開催された「第 71 回四国柔道個人選手
権大会」で上位の成績を収め、全国大会への出場
権を獲得したことを市長に報告しました。

3
25

全国 JOC ジュニアオリンピックカップ
春季水泳競技大会に出場！

川之江南中１年の久保翔太郎さんが、香川県で開
催された「春季全国 JO 香川県最終予選会」で水
連参加標準記録を突破し、全国大会への出場権を
獲得したことを市長に報告しました。

3
25



四国中央市福祉なんでも相談会を開催

しこちゅ～ホールで開催された相談会には、市内
の障がい福祉サービス事業所など約 40 団体が参
加し、来場者の質問や相談に応えたり、各事業所
を動画やパネルなどで紹介したりしました。

3
21

3
14

アステラス製薬株式会社が
高規格救急車を寄贈

令和３年度寄贈救急自動車事業（総務省消防庁）
に基づき、アステラス製薬株式会社から市消防本
部に高規格救急車が寄贈されました。新車両は嶺
南分遣所で 3 月 30 日から運用しています。

地域おこし協力隊新規着任辞令交付式

地域おこし協力隊として着任する大廣将
まさ

也
や

さんに
辞令が交付されました。本市出身の大廣さんは、
旅行会社などで勤務した経歴を活かし、新宮地域
を活動拠点として移住環境の整備を行います。

4
1

四国中央市・明治安田生命保険相互会社
「健康増進に関する連携協定」締結

この協定により、市と明治安田生命保険相互会社
（岸本正宏松山支社長）が相互連携し、人的・物
的資源を有効活用し、市民の健康増進に関する取
り組みを推進していきます。

3
30

四国中央市長
篠 原  実

皐
月
・
・
端
午
の
節
句
・
・
鯉
の
ぼ
り

　

令
和
4
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
人
事
は
非
喜
こ
も

ご
も
だ
ろ
う
。
40
名
の
市
役
所
新
職
員
も
1
か
月
が

経
過
す
る
。
人
生
と
い
う
絵
の
描
か
れ
て
い
な
い
キ
ャ

ン
パ
ス
に
自
分
の
足
で
デ
ッ
サ
ン
し
て
い
く
。
消
し

ゴ
ム
で
下
絵
を
何
回
も
や
り
直
し
を
し
な
が
ら
、
日
々

自
分
の
心
が
映
る
鏡
を
は
あ
は
あ
・
・
と
熱
い
吐
息

で
曇
り
を
け
し
つ
つ
、
苦
闘
す
る
の
で
あ
る
。
自
分

の
足
跡
を
振
り
返
る
と
、
あ
の
峠
、
あ
の
谷
川
を
超

え
て
き
た
こ
と
、
自
分
を
褒
め
て
や
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
何
れ
の
階
段
の
年
齢
は
別
に
し
て
や
っ
て

く
る
。
疲
れ
た
時
は
、
足
を
止
め
て
ご
ろ
ん
と
ア
リ

に
噛
ま
れ
な
い
よ
う
に
寝
そ
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
も

し
空
が
晴
れ
て
い
た
ら
、
お
日
様
と
雲
が
全
宇
宙
の

よ
う
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
足
こ
の
手
こ
の
背
中
に
、
職
場
の
人
間
、
い

つ
も
一
緒
の
家
族
を
す
べ
て
抱
え
て
立
ち
上
が
る
元

気
が
で
れ
ば
、
起
き
上
が
っ
て
ま
た
歩
こ
う
。

　

い
ろ
ん
な
人
が
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
こ

と
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。



…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を

　
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
　

５
月
末
日
か
ら
６
月
上
旬
に
車
検
有
効
期

限
を
迎
え
る
方
で
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

を
口
座
振
替
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
税
証
明

書
（
継
続
検
査
用
）
の
発
送
が
６
月
10
日
ご

ろ
と
な
る
予
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
内
に
車
検
を
受
け
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
車
検
は
１
か
月
前
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

28
・
６
０
５
８

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ
い
て

■
納
付
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
方

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
40
年
間

（
４
８
０
月
）
の
保
険
料
を
納
め
る
と
満
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
の
方
で
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、

納
付
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
方
は
、
任

意
加
入
す
る
こ
と
で
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
満
額

　
77
万
７
８
０
０
円

■
受
給
資
格
期
間
（
10
年
）
を
満
た
し
て
い

　
な
い
方

　

受
給
資
格
を
得
る
ま
で
（
最
長
70
歳
ま
で
）

任
意
加
入
で
き
ま
す
。

■
外
国
に
居
住
す
る
方

　

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
日
本
国
籍
の
方
で

あ
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
年
金
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
国
民
年
金
保
険
料

令
和
４
年
度
月
額　

１
万
６
５
９
０
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確

　

認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、

　

金
融
機
関
の
通
帳
と
届
け
印
、
年
金
手
帳

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　
　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

　
　

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え

　

住
宅
や
事
業
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
設

置
か
ら
８
年
以
内
に
一
度
取
り
換
え
る
よ
う

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
は
、
水
道
局
が
発
注
し
た
指
定

工
事
事
業
者
が
行
い
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、

取
換
作
業
中
の
10
分
か
ら
15
分
程
度
は
断
水

と
な
り
ま
す
。

　　

給
水
整
備
課　

28
・
６
４
５
４

　

28
・
６
４
６
３

　
６
月
１
日
～
７
日
は

　
第
64
回
水
道
週
間

　

今
年
は
「
大
切
な　

水
と
一
緒
に　

暮
ら

す
日
々
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
で
多
彩

な
啓
発
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
局
で
は
、
普
段
何
げ
な
く
使
っ
て
い

る
水
道
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
水
道
週
間
中
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で
、

中
田
井
浄
水
場
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
に
耐
震
化
し
た
中
田
井
浄

水
場
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

　

止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
は
要
事
前
申
し

　

込
み
と
し
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
中
止
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す

　

給
水
整
備
課　

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
４
５
８　
　

28
・
６
４
６
８

　
市
税
の
一
括
納
付
が
困
難
な
方
へ

　

市
税
は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
る
市
税
に
つ
い
て
は
一
括
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

一
括
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

収
納
係　

28
・
６
０
１
１

　

28
・
６
０
５
８



■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
事
業

　

災
害
時
の
安
全
性
及
び
避
難
路
な
ど
の
機

能
を
確
保
す
る
た
め
、
市
が
指
定
す
る
道
路

に
面
し
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま

た
は
建
て
替
え
を
行
う
工
事
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

　対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

○
点
検
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
と

　

判
断
さ
れ
た
も
の

○
市
が
指
定
す
る
避
難
路
な
ど
（
注
）
に
面

　

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
あ
る
こ
と

（
注
）　　

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
に
明
ら
か
な
法
令
違
反

　

が
な
い
も
の

　

受
付
中
（
先
着
順
）

※
予
算
の
上
限
を
超
え
た
場
合
や
、
令
和
５

　

年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
工
事
完
了
報

　

告
書
の
提
出
が
で
き
な
い
申
請
は
、
受
け

　

付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す　

※
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事

　

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
相

　

談
に
は
、
写
真
な
ど
の
現
在
の
塀
の
状
況

　

が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
補
助
制
度
の
内
容
や
手
続
き
方
法
な
ど
、

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

建
築
住
宅
課

　

28
・
６
１
８
３　
　

28
・
６
１
８
９

耐震診断補助

補助対象費の 3 分の 2 以内
（最大 5 万円）

補助方式

耐震診断技術者を派遣します！

耐震診断費用負担０円
※評価手数料の負担は必要です

派遣方式

木造住宅耐震診断事業

　方式を選択　

木造住宅耐震改修事業

診断の結果、耐震改修が必要と判定された場合

○耐震改修設計

　補助対象費の 5分の 4以内 (最大 20 万円 )

　耐震診断結果の評価通知日から 1 年以内の場合（最大 30 万円）
○耐震改修工事

　補助対象費の 5分の 4以内（最大 100 万円）

　耐震改修設計の評価通知日から 1 年以内の場合（最大 150 万円）
○耐震シェルター設置工事

　補助対象費の総額（最大 40 万円）

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策

　
　

強
度
な
ど
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
は
、
地
震
な
ど
に
よ
り
倒
壊
す

る
危
険
性
が
高
く
、
隣
家
や
通
行
人
に
危
害

を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
避
難
や
救
助
、
消

火
活
動
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
り
、
所
有
者
に

は
重
大
な
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

近
い
将
来
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
点
検
・
維
持
管
理
を
行
い
、
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

【
主
な
点
検
項
目
】

○
塀
の
高
さ
が
２
・
２
㍍
を
超
え
て
い
な
い
か

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
る
か

○
全
体
の
傾
き
が
あ
る
か

○
ひ
び
割
れ
・
損
傷
が
あ
る
か

　

外
観
目
視
に
よ
る
主
な
点
検
項
目
で
す
。

点
検
に
不
適
合
が
あ
る
場
合
や
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

ひび割れ

鉄筋

高さ

控え壁

根入れ

厚さ

ブロック塀点検の
チェックポイント

（国土交通省）

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
事
業

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
、
耐
震
診
断
ま
た
は
耐

震
改
修
設
計
の
評
価
を
受
け
た
日
か
ら
１
年

以
内
に
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
及
び
耐

震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
を
活
用
し
、
大
規
模

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

受
付
中
（
先
着
順
）

※
補
助
制
度
の
内
容
や
手
続
き
方
法
な
ど
、

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

　

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

建
築
住
宅
課

　

28
・
６
１
８
３　
　

28
・
６
１
８
９

▲木造住宅耐震改修

▲木造住宅耐震診断

四
国
中
央
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
指

定
し
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
確

保
を
推
進
す
る
災
害
時
の
重
要
な
避
難

路
な
ど



く
だ
さ
い
。

※
大
麻
や
け
し
の
特
徴
な
ど
、
詳
し
く
は
、

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

四
国
中
央
保
健
所　

23
・
３
３
６
０

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
（
要
予
約
・
無
料
）

　
　

消
費
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

向
け
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
５
月
24
日
（
火
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

金
生
公
民
館

　

全
事
業
者
の
方

　

６
月
15
日
（
水
）

　

長
津
公
民
館

○
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら
知
り
た
い
方

　
（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

○
登
録
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

　
（
14
時
40
分
～
15
時
10
分
）

○
全
事
業
者
の
方

　
（
15
時
20
分
～
16
時
10
分
）

　
　

伊
予
三
島
税
務
署　

24
・
５
４
１
０

　
（
自
動
音
声
案
内
に
対
し
「
２
」
を
選
択
）

　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
日
曜
日
と

　
毎
週
木
曜
日
の
19
時
ま
で

　
受
け
取
れ
ま
す
（
完
全
予
約
制
）

　

交
付
場
所
は
、
市
役
所
１
階
の
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
の
み
で
、
交
付
日
の
４
日
前
ま
で

に
予
約
が
必
要
で
す
。
市
役
所
か
ら
届
く
は

が
き
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
・

電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
」
を
用
意
し
、
お

近
く
の
窓
口
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
な
ど
で
ご
予

約
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

交
付
日　
　
５
月
29
日
（
日
）

交
付
時
間

　
８
時
30
分
～
17
時

交
付
日　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
の

　
　
　
　
　

毎
週
木
曜
日

交
付
時
間

　
19
時
ま
で

交
付
場
所　
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
三
島
宮
川
４
丁
目
６
番
55
号
）

予
約
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
０
１
３　
　

28
・
６
１
２
８

　

川
之
江
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
１
８
１　
　

28
・
６
２
４
５

　

土
居
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
３
２
０　
　

28
・
６
３
９
１

　

新
宮
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　

28
・
６
４
０
２　
　

28
・
６
４
０
５

　

「
視
覚
機
能
を
高
め
れ
ば
未
来
が

　
変
わ
る
」
講
演
会
（
無
料
）

　
　

欧
米
で
は
、発
達
を
疑
う
前
に
ま
ず
は
「
目

の
チ
ェ
ッ
ク
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
機
能
（
見
る
力
）
を
高
め
る
こ
と
で

の
変
化
、
生
き
づ
ら
さ
の
解
消
や
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
目
的
と
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
具
体

的
な
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

５
月
22
日
（
日
）
15
時
～
16
時
30
分

　

萩
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
（
香
川
県

観
音
寺
市
大
野
原
町
丸
井
１
９
８
８
・
２
）

　

５
月
29
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　

金
生
公
民
館

　　

松
村
英
典
（
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
）

　

０
８
０
・
６
３
７
４
・
４
５
６
９
（
松
村
）

　

萩
イ
ン
ド
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　

０
８
７
５
・
54
・
９
５
３
３

　

ひ
ま
わ
り
ハ
ッ
ピ
ー
保
育
園

　
　

22
・
４
５
５
０

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
第
１
回
準
備
講
習
会
の
ご
案
内

　
　
５
月
27
日
（
金
）・
28
日
（
土
）

　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

　

乙
種
第
４
類
受
験
者

　
５
月
26
日
（
木
）
ま
で

受
講
手
数
料

　

危
険
物
安
全
協
会
員　

６
６
０
０
円

　

非
協
会
員　
　
　
　
　

９
２
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

　

法
令　
　

１
４
０
０
円

　

実
務　
　

１
４
０
０
円

　

問
題
集　

１
７
０
０
円

　
　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

　
　
　
　
　
　

23
・
６
６
１
４

　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　
５
月
13
日
（
金
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

多
目
的
室
１

　
５
月
20
日
（
金
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
１
階　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　
０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

５
・
６
月
は

　
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
期
間

　
　

大
麻
や
麻
薬
の
原
料
と
な
る
け
し
の
栽
培

は
法
律
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
県
内
で
は
毎
年
、
大
麻
の
不
正
栽
培
に

よ
る
検
挙
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
自
生
の

け
し
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
生
し
て
い
る
大
麻
や
け
し
を
見
つ
け
た

と
き
は
、
四
国
中
央
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て



　

霧
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
２
０
２
２
～season3

～
開
催
中

　

新
宮
町
で
撮
影
し
た
写
真
に
指
定
の
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に

投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
受
賞
作
品
に
は
、
す

て
き
な
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

　

霧
の
森
・
霧
の
高
原

　

72
・
３
１
１
１

　

事
務
委
託
員
募
集

■
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
事
務

業
務
内
容

　
毎
月
７
日
～
20
日
ま
で
の
期
間

で
携
帯
端
末
に
よ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
事

務
（
土
居
地
域
）、
無
届
使
用
の
調
査
、
文

書
配
布
な
ど

応
募
資
格

　
市
内
在
住
の
65
歳
未
満
で
原
動

機
付
き
自
転
車
以
上
の
免
許
を
有
し
、
自
家

用
バ
イ
ク
を
業
務
に
使
用
で
き
る
方

募
集
人
数

　
１
名　

委
託
期
間　

採
用
手
続
き
完
了
後
の
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

委
託
料

　
１
件
に
つ
き
58
円

■
水
道
料
金
収
納
事
務

業
務
内
容

　
三
島
地
域
内
の
水
道
料
金
未
納

者
を
、
毎
朝
事
務
所
で
確
認
し
、
訪
問
に
よ

る
収
納
及
び
督
促
業
務
を
行
う

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
65
歳
未
満
で
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、
自
家
用
自
動
車

を
業
務
に
使
用
で
き
る
方

募
集
人
数
　
１
名
　

委
託
期
間
　
採
用
手
続
き
完
了
後
の
１
日
～

令
和
５
年
３
月
31
日

委
託
料
　
基
本
給
10
万
４
７
６
２
円
に
収
納

１
件
に
つ
き
１
６
８
円
を
加
算

　

５
月
23
日
（
月
）
17
時
ま
で

　

給
水
整
備
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、履
歴
書
（
写

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

医
療
対
策
課　

地
域
医
療
対
策
係

　

28
・
６
１
５
７　
　

28
・
６
２
１
３

　

令
和
４
年
度
（
前
期
各
日
程
）

　
市
職
員
採
用
試
験
申
込
者
募
集
中

　

本
市
で
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
み
な
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
前
期
Ａ
日
程
に
加
え
、「
民
間
企

業
な
ど
で
の
経
験
を
持
っ
た
即
戦
力
と
な
る

人
材
」
を
求
め
る
前
期
Ｂ
日
程
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
採
用
試
験
は
、
従
来
の
３
次
試
験

か
ら
２
次
試
験
ま
で
に
短
縮
し
、
民
間
企
業

等
経
験
者
は
、
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ

り
全
国
各
地
か
ら
受
験
が
可
能
で
す
。
各
日

程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
程

の
職
員
採
用
試
験
実
施
要
綱
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

受
験
手
続

　

実
施
要
綱
、
申
込
書
及
び
受
験
票
は
人
事

課
及
び
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
）。
申
込
書
、
受
験
票
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
立
病
院　
看
護
師
等
医
療
職
募
集

　

令
和
５
年
度
採
用
す
る
県
立
病
院
の
看
護

師
等
医
療
職
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日

　

看
護
師　
　
　
　

６
月
25
日
（
土
）

　

そ
の
他
医
療
職　

６
月
26
日
（
日
）

　

６
月
10
日
（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

　

県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
９
０

　

本
市
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

　
医
学
生
（
奨
学
生
）
募
集

　

将
来
医
師
と
し
て
、
本
市
の
指
定
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
意
志
の
あ
る
医
学
生
に
対

し
、
修
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
貸
付
期

間
と
同
期
間
勤
務
す
れ
ば
、
奨
学
金
の
返
還

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　貸
付
金
額　

○
修
学
資
金
奨
学
金　

月
額
20
万
円

○
入
学
資
金
奨
学
金
（
入
学
金
な
ど
と
し
て

　

大
学
に
収
め
る
額
）　

50
万
円
以
内

　

入
学
生
及
び
在
学
生
で
、
本
人
ま
た
は
保

　

護
者
な
ど
が
市
内
在
住
の
方

　
１
名

　
６
月
24
日
（
金
）
ま
で

真
付
き
）、
住
民
票
、
本
人
ま
た
は
世
帯
主

の
市
税
完
納
証
明
書
を
添
え
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　
　

給
水
整
備
課　

料
金
係

　

28
・
６
４
５
３　
　

28
・
６
４
６
３

募　

集

受
付
期
間

　

６
月
10
日（
金
）ま
で
の
執
務
時
間
中（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

に
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

６
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

　

止
の
観
点
か
ら
、
日
程
な
ど
が
変
更
さ
れ

　

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

※
後
期
Ｃ
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

　

６
月
号
で
公
表
し
ま
す

　
　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
丁
目
６
番
55
号

　

28
・
６
０
５
６



   ユーホール
   5/20（金）まで
   1 講座 1,500 円（年間）
  ※材料費などは別途必要

　

点
字
教
室
受
講
生
募
集
（
無
料
）

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
点
訳
の
初
歩
か

ら
簡
単
な
手
紙
が
書
け
る
程
度
ま
で
を
学
習

し
ま
す
。

　

６
月
２
日
～
７
月
14
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日 

　
（
全
７
回
）
19
時
30
分
～
21
時

　

福
祉
会
館
１
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

６
月
１
日
（
水
）
ま
で

　

点
字
や
す
ら
ぎ
会

※
貸
し
出
し
用
パ
ソ
コ
ン
あ
り
ま
す　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

　

あ
な
た
の
作
品
展
し
ま
せ
ん
か
？

　
（
無
料
）

　

紙
に
関
わ
る
作
品
（
絵
画
・
版
画
・
切
り

絵
・
ち
ぎ
り
絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
書

道
な
ど
）
を
展
示
し
、
あ
な
た
の
作
品
展
を

開
き
ま
せ
ん
か
？

展
示
期
間

　
４
週
間
程
度

展
示
場
所

　

紙
の
ま
ち
資
料
館
３
階　

企
画
展
示
室　

※
看
板
な
ど
は
、
原
則
展
示
者
負
担

※
展
示
作
業
は
、
紙
の
ま
ち
資
料
館
と
共
同

　

で
行
い
ま
す
。
ま
た
展
示
時
期
な
ど
は
、

　

協
議
・
調
整
の
う
え
、
決
定
し
ま
す

　
　

紙
の
ま
ち
資
料
館　

28
・
６
２
５
７

　

28
・
６
１
９
６

講座名 期間 時間 定員など 講師

 楽しい着付け講座【前期】
 （全 15 回）

 6/1 ～ 9 月　
 主に毎週水曜日 10:00 ～ 11:30  6 名　※着物など着付けに

 必要な物をお持ちの方  岸　照子

 クラフトバンド（紙バンド）講座
 （全 18 回）

 6/3 ～翌年 3 月　
 主に毎月第 1・3 金曜日 9:30 ～ 12:00 10 名  高石小百合

 気功講座
 （全 18 回）

 6/8 ～翌年 2 月　
 主に毎月第 2・4 水曜日 19:30 ～ 21:00 20 名  河村珠江

 切り絵講座
 （全 10 回）

 6/9 ～翌年 3 月　
 主に毎月第 2 木曜日 10:00 ～ 12:00 20 名  合田加代子

 太極拳講座
 （全 18 回）

 6/10 ～翌年 3 月　
 主に毎月第 2・4 金曜日 19:30 ～ 21:00 40 名  河村珠江

 誰でも楽しめる盆栽講座
 （全 18 回）

 6/11 ～翌年 2 月　
 主に毎月第 2・4 土曜日 19:00 ～ 21:00 10 名  日野　勉

 コラボで和音講座
 （全 18 回） 

 6/14 ～翌年 3 月　
 主に毎月火曜日 2 回 19:30 ～ 21:30  15 名 ※持参できる楽器を  

 お持ちの方  辻本瑠美

 野菜ソムリエの手ごねパンで
 ランチ教室講座（全 10 回）

 6/17 ～翌年 2 月　
 主に毎月金曜日 1 回 10:00 ～ 13:00 16 名  加藤智子

 保存食作りと簡単おやつで
 ティータイム講座（全 10 回）

 6/21 ～翌年 3 月　
 主に毎月火曜日 1 回 10:00 ～ 13:00 16 名

 加藤智子
 合田麻起

 野菜ソムリエの旬の料理教室講座
 （全 10 回）

 6/24 ～翌年 3 月　
 主に毎月金曜日 1 回 10:00 ～ 13:00 16 名  合田麻起

○定員を超えた場合は抽選（未受講者優先）とし、抽選結果は応募者全  
　員に通知します
○定員に満たないなど、状況により開講しない場合があります
○都合で日程などを変更する場合があります

生きがい講座「ライフデザイン」受講生募集
　ユーホール
28-6353　　28-6388



障
が
い
者
の
就
労
相
談
・
支
援
、
事
業
所
か

ら
の
雇
用
相
談
（
来
所
に
よ
る
相
談
は
要
予

約
）

　

月
～
金
曜
日
（
９
時
～
17
時
30
分
）

　

三
島
宮
川
２
丁
目
４
番
２
号

　

ジ
ョ
ブ
あ
し
す
と
Ｕ
М
Ａ

　

23
・
６
５
５
８　
　

22
・
４
５
５
８

　

jobassist@
lagoon.ocn.ne.jp

　

も
の
忘
れ
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

５
月
18
日
（
水
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

　

長
寿
支
援
課

　

一
人
30
分
程
度
で
２
名
ま
で

相
談
医
師

　

白
石　

公
先
生

　
（
こ
こ
ろ
の
森
し
ら
い
し
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

※
既
に
専
門
医
を
受
診
さ
れ
て
い
る
場
合
は

　

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
み
で
の

　

ご
相
談
も
可
能
で
す

　
　

長
寿
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
人
５
分
程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
へ

　
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
要
予
約・無
料
）

　　

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
認
知
症
の
本

人
た
ち
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。
今
回
は
屋
外
で
の
交
流
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
10
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

15
名
程
度

　

５
月
６
日
（
金
）
ま
で

　
　

長
寿
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

相　

談

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
募
集

　

県
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
対
応
及

び
救
援
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
「
愛
媛

県
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

救
援
金
受
付
方
法

次
の
金
融
機
関
で
口
座
振
込
に
よ
り
受
け
付
け

○
伊
予
銀
行　

愛
媛
県
庁
支
店

　

普
通
預
金　

１
８
０
９
８
７
１

○
愛
媛
銀
行　

県
庁
支
店

　

普
通
預
金　

５
４
１
０
７
３
７

○
愛
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

愛
媛
県
庁
支
店

　

普
通
預
金　

０
０
０
３
５
８
４

※
口
座
名
は
「
愛
媛
県
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危

　

機
救
援
金
（
エ
ヒ
メ
ケ
ン
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ジ

　

ン
ド
ウ
キ
キ
キ
ュ
ウ
エ
ン
キ
ン
）」

※
ご
利
用
の
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
、
振
込

　

手
数
料
が
別
途
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

　

県
総
務
管
理
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
１
５
１

　
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　
医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す　

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

　

28
・
６
０
５
９

障
が
い
の
あ
る
方
へ

四
国
中
央
市
デ
ー
タ

　
　
　
　
　
　

※
３
月
末
日
現
在

　
相
談
・
支
援
事
業

　
県
委
託
療
育
等
支
援
事
業
（
相
談
・
講
師
派

遣
な
ど
）

　

随
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

支
援
の
必
要
な
方
や
家
族
が
関
わ
る
保
育

　

園
・
幼
稚
園
・
学
校
・
事
業
所
な
ど

　
澄
心
そ
う
だ
ん
さ
ぽ
ー
と

　

22
・
３
３
１
１
（
鈴
木
）

　

22
・
３
３
４
７

　

６
月
９
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー

　

長
寿
支
援
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

人口
前月比

男 41,157 人 -73

女 42,787 人 -145

計 83,944 人 -218

世帯
前月比

38,815 世帯 +115



成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

成
年
に
な
る
と
自
分
の
意
思
で
さ
ま
ざ

ま
な
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
責
任
も
自
分
自
身
が

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
契
約
と

は
何
か
、
契
約
に
関
し
て
成
年
と
未
成
年

者
で
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
な
ど
に
つ

い
て
理
解
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

契
約
と
は
法
的
な
責
任
を
伴
う
約
束

で
す

　

契
約
は
、
消
費
者
が
商
品
の
購
入
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
申
し
込
み
、
事
業
者

が
承
諾
す
る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。
口
約

束
で
も
成
立
し
、
一
方
の
都
合
だ
け
で
契

約
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

未
成
年
者
と
成
年
の
違
い

　

未
成
年
者
が
契
約
を
す
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
親
権
者
な
ど
の
法
定
代
理
人
の

同
意
が
必
要
で
す
。
未
成
年
者
が
こ
の
同

意
を
得
ず
に
し
た
契
約
の
場
合
は
、
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

成
年
に
な
る
と
自
分
の
意
思
で
携
帯
電
話

や
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
契
約
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
簡
単
に
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
の
内
容
を

よ
く
確
認
し
、
無
理
な
く
支
払
い
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
て
か
ら
契
約
し

ま
し
ょ
う
。

じ
ん
け
ん
広
場

身
元
調
査
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
！

○
身
元
調
査
と
は

　

結
婚
や
就
職
な
ど
の
際
に
、本
籍
、出
生
、

家
族
構
成
や
家
族
の
仕
事
、
国
籍
、
思
想
、

信
条
な
ど
の
個
人
情
報
を
調
査
会
社
な
ど

に
依
頼
し
て
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
、
不
正
に
戸
籍
謄
抄
本
や
住
民
票
の
写

し
を
取
得
し
た
り
、
近
隣
の
人
に
尋
ね
た

り
し
て
調
べ
る
こ
と
で
す
。
身
元
調
査
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
結
婚
差
別
、
就

職
差
別
な
ど
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
行
為

で
す
。

　

も
し
身
元
調
査
が
来
た
と
き
は
、「
協
力

で
き
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
調
査
さ
れ
て
い
る
人
の
、
良

い
こ
と
だ
け
を
教
え
る
の
で
あ
れ
ば
問
題

な
い
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
、
調
査
に

協
力
す
る
こ
と
自
体
が
人
権
侵
害
行
為
を

許
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

身
元
調
査
は
、
も
ち
ろ
ん
調
査
す
る
側

に
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
を
何
の
疑
い
も
持
た

ず
に
教
え
て
し
ま
う
側
に
も
問
題
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
ス
テ
ッ
カ
ー
」

　
の
活
用

　

本
市
で
は
「
四
国
中
央
市
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
全
て
の

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
人
権
侵
害
や
差
別
行

為
で
あ
る
身
元
調
査
を
こ
の
ま
ち
か
ら
無

く
す
た
め
、「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り

ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
玄
関
や
郵
便
受
け
な
ど

に
貼
付
す
る
こ
と
で
「
身
元
調
査
を
許
さ

な
い
」「
身
元
調
査
を
こ
の
ま
ち
か
ら
無
く

し
て
い
く
」
と
い
う
ま
ち
ぐ
る
み
の
意
思

を
表
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
ま

ち
か
ら
身
元
調
査
を
無
く
す
た
め
に
、
玄

関
先
な
ど
へ
「
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
ス

テ
ッ
カ
ー
」
の
貼
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
権
施
策
課

　

28
・
６
０
７
３　

　

28
・
６
０
５
７

本
人
通
知
制
度
へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

○
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の
証
明
書
を
、
本
人
の

代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、

事
前
に
登
録
し
て
い
る
本
人
に
交
付
の
事

実
を
通
知
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
、
不
正
請
求
の
抑
止
及
び
不
正
取

得
に
よ
る
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

※
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

　

し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
不
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○
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こ
の
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度
を
利
用
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前
の
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で
す
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窓
口
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で
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ー

ド
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ど
の
本
人
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類
が
必
要
で
す
。
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ト
ラ
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な
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イ
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ト

○
軽
い
気
持
ち
で
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約
し
な
い

○
契
約
を
急
が
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れ
て
も
、
そ
の
場
で　

　

判
断
し
な
い

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
流
さ
れ　

　

な
い

○
も
う
け
話
に
飛
び
つ
か
な
い

困
っ
た
と
き
は
、
相
談
！

【
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費
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に
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談
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○
市
民
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ら
し
の
相
談
室
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○
県
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３
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０
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○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

１
８
８
（
い
や
や
！
）

詳
し
く
は
、
消
費
者
庁
特
設
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い



5 月の相談日程

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、状況により、相談日が変
更または中止となる場合があります。事前に電話でお問い合わせください。
  法律相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）
 5/10（火）    9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室

 市民くらし
 の相談室

   28-6143
   28-6149

 5/17（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1 階
 5/20（金）    9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室
 6/10（金）    9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室
 6/20（月）    9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室

  司法書士相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）
 5/ 9（月） 9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室

 市民くらし
 の相談室

   28-6143
   28-6149

 5/11（水）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1 階
 5/18（水）13：00 ～ 16：00  土居窓口センター 1 階
 6/ 3（金） 9：00 ～ 12：00  市役所 1 階　102 会議室
 6/ 8（水）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1 階

  人権相談
 5/16（月）10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1 階  人権施策課

   28-6073
   28-6057

 6/ 6（月）13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4 階
 6/10（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1 階　研修室
 年中（土・日・祝日を除く）
 8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局
 四国中央支局

23-2407       
23-2496

  年金出張相談　※要予約
 5/13（金）10：00 ～ 14：30

 川之江文化センター 4 階
 （左記の時間は受付時間）

 新居浜
 年金事務所
 　（0897）
 　 35-1445

 5/27（金）10：00 ～ 14：30
 6/10（金）10：00 ～ 14：30
 6/24（金）10：00 ～ 14：30 

  行政相談　　

 5/ 9（月）10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1 階

 総務調整課  
   28-6002
   28-6056

 5/10（火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1 階　研修室
 5/17（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2 階
 5/23（月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室
 6/10（金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1 階　研修室
 6/13（月）10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1 階
 6/21（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2 階
 6/27（月）10：00 ～ 12：00  市役所１階　102 会議室

  一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）
 5/10（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1 階

 市民くらし 
 の相談室

   28-6143
   28-6149

 5/17（火） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1 階
 6/ 7（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1 階　研修室
 6/14（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1 階
 6/21（火） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1 階
 年中（土・日・祝日を除く） 
 8：30 ～ 17：15  市民くらしの相談室

軽自動車税（種別割）　全期分
保育所・認定こども園使用料　5 月分
放課後児童クラブ負担金　5 月分
市営住宅使用料　5 月分
市営住宅駐車場使用料　5 月分
※納期限　5月 31 日（火）

水道料金　4 月分
下水道使用料　4 月分
※納期限　5月 10 日（火）

今月の納期

認知症の語らい（無料）
5/20（金）13：30 ～ 15：00

（原則毎月第３金曜日に開催）
中之庄公民館　会議室２
参加者同士の交流・情報交換、医
療・福祉職による勉強会など
認知症の人と家族の会愛媛県支部
080-3740-0697（大澤）

不動産無料相談（予約制）
5/12（木）13：00 ～ 17：00
宇摩建設会館 3 階（三島宮川）
相談日前日までの 13 時～ 17 時に
電話予約（土・日曜日を除く）
　愛媛県宅地建物取引業協会
四国中央地区連絡協議会
24-2235　　　24-2236

無料特許・商標相談（予約制）
6/6（月）13：00 ～ 16：00
四国中央商工会議所

（金生町下分 789-1）
相談日の 5 日前までに電話予約
　四国中央商工会議所
特許相談係　58-3530
58-6294

東予若者サポートステーション
出張相談（無料・要予約）

5/23（月）・6/6（月）
13：00 ～ 17：00
ハローワーク四国中央 1 階相談室
就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方
またはその保護者
一人 1 時間の相談で 1 日 4 名まで
　東予若者サポートステーション
0897-32-2181　　0897-32-2182

（新居浜市繁本町 8-65）

 暴力団相談
 年中（土・日・祝日を除く） 
 8：30 ～ 17：15

 県暴力追放
 推進センター

　　089-932-1893
　　089-932-8930



初回 6/2（木）13：00 ～
※ 6・7・9 月の第 1・3 木曜日
　15 名程度（先着順、初心者優先）
　1 回 700 円
　中曽根公民館　28-6061
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江
図
書
館
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み
）
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９
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時
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ー
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お
い
し
い
野
菜
の
作
り
方

５月の休館日

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な

ど
は
、
紙
の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
図
書

館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　

10
名
（
事
前
申
し
込
み
）

　

５
月
10
日
（
火
）
９
時
～

　

長
谷
川
貴
央

　
（
一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会
）

お
は
な
し
会

イ
ベ
ン
ト
情
報

川之江・三島図書館
毎週月曜日、31（火）
土居図書館
毎週月曜日、4( 水・祝 )、
5( 木・祝 )、6( 金 )、
31( 火 )
※ 18( 水 ) ～ 25( 水 )
おやこ図書館
毎週月曜日、3（火・祝）、
4（水・祝）、31（火）
※ 11( 水 ) ～ 15( 日 )
※特別整理期間のため

おいしいパン教室参加者募集
　中曽根公民館　

5/17（火）10：00 ～ 11：00
( 原則毎月第 3 火曜日に開催。途中参加もできます）
　専属の保育士によるおはなし会、簡単な工作など
　未就園児と保護者
　天満公民館　28-6360

子育ておしゃべり館に遊びに来ませんか？
天満公民館

公民館だより
ちょっと行ってみよや！



　昭和３７年度～昭和５３年度生まれの男性へ
　風しんの抗体検査と予防接種の
　実施期間が３年間延長されました

　風しんは、今も流行しています。
　成人が感染すると症状が重くなったり、妊娠初期の
妊婦に感染させてしまうと、生まれてくる赤ちゃんの
目や耳、心臓に障がいが起きたりすることがあります。
　クーポン券を使って風しん抗体検査と予防接種を受
けましょう。

■対象　　　　　　クーポン券未使用の方
■実施期間　　　　令和７年３月 31 日まで
■問い合わせ先　　医療対策課　28-6209

　高齢者の方へ
　肺炎球菌感染症　定期予防接種

　対象者には４月に接種券を発送しています。
　接種を希望される対象者は、まずはかかりつけ医に
ご相談ください（接種する場合は要予約）。

■対象
　令和 4 年度に以下の年齢になる方
　　65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、
　　95 歳、100 歳
　※過去に接種を受けたことがある方は対象外
■接種料金　　　　4,000 円（自己負担額）
■接種期限　　　　令和 5 年 3 月 31 日
■問い合わせ先　　医療対策課　28-6209
※県外での接種をご希望の方は事前申請が必要です。
　医療対策課へお問い合わせください

　高血圧ゼロのしこちゅ～まちづくりプロジェクト
　塩分濃度計をお貸しします

　保健センターでは、汁物の塩分濃度計の貸し出しを
行っています。健康で長生きをする食習慣を身につけ
るために、活用してみませんか？

■問い合わせ先　　保健センター　28-6054

　子宮頸がん予防ワクチンに関するお知らせ
　　　　　（ＨＰＶワクチン）

　積極的な勧奨を一時的に差し控えていた子宮頸がん
予防ワクチンは、令和４年４月から他の定期接種と同
様に個別の勧奨を行うこととなりました。

　小学校６年生から
　　　高校１年生相当の女の子と保護者の方へ

　子宮頸がん予防ワクチンの定期接種（無料）が行わ
れます。対象者には、個別通知を順次発送しています。

■接種期間　高校１年生相当の年度の３月 31 日まで
■接種場所　市内または県内の協力医療機関　
■問い合わせ先　医療対策課　28-6209
※県外での接種をご希望の方は事前申請が必要です。
　医療対策課へお問い合わせください

　平成９年度生まれから
　　　　　　　平成 17 年度生まれの女性の方へ

　子宮頸がん予防ワクチンの定期接種の対象年齢の間
に接種を逃した対象者に、個別通知を順次発送してい
ます。

■接種期間　令和７年３月 31 日まで
■費用　　　無料
■接種場所　市内または県内の協力医療機関
■問い合わせ先　医療対策課　28-6209
※県外での接種をご希望の方は事前申請が必要です。
　医療対策課へお問い合わせください

　からだとこころの健康相談（無料）

■とき　　　　5/24（火）・6/28（火）　
　　　　　　　9：00 ～ 11：00
■ところ　　　保健センター
■対象　　　　四国中央市民の方
■内容　　　　健康相談・血圧測定・体脂肪測定・
　　　　　　　血管年齢測定など
■申し込み先　保健センター（予約制）　28-6054

　乳幼児健診（無料）

　保健センターでは、４か月児健
診・１歳 6 か月児健診・3 歳児健
診を行っています。健診対象者に
は個別に案内文をお送りします。
　詳しくは、ホームページに掲載。



　急病などで困った時は !

テレガイド　　23-5990

病院案内　　　28-9119

小児救急医療電話相談　　089-913-2777 
　　　　　　　　　　　　＃ 8000（携帯）

急患医療センター（内科・小児科）　56-1913

　休日当番医（診療時間　9：00 ～ 18：00）

※都合により変更する場合があります
東部 西部　

5/ 1 
（日）

松岡整形外科 西岡病院
58-5455 （川之江町） 24-5511 （三島金子）

5/ 3
（火・祝）

岸田メディカルクリニック 鈴木医院
56-0188 （妻鳥町） 74-7700 （土居町小林）

5/ 4
（水・祝）

川関高橋医院 松風病院
56-2022 （金生町下分） 74-2001 （土居町入野）

5/ 5
（木・祝）

井上整形外科クリニック みよし循環器クリニック
58-8700 （金生町山田井） 24-5311 （寒川町）

5/ 8 
（日）

宮﨑内科 恵康病院
59-5000 （妻鳥町） 74-7600 （土居町蕪崎）

5/15 
（日）

ふじえだファミリークリニック 相引医院
23-5864 （中曽根町） 74-3127 （土居町入野）

5/22 
（日）

大西内科医院 ふく整形外科
56-2018 （金生町下分） 74-0029 （土居町中村）

5/29 
（日）

福田医院 豊岡台病院
23-2188 （下柏町） 25-0088 （豊岡町長田）

6/ 5 
（日）

芝医院 青野医院
56-4811 （妻鳥町） 74-7470 （土居町津根）

6/12 
（日）

井上整形外科医院 中央クリニック
24-2171 （三島中央） 23-7808 （三島中央）

　離乳食セミナー（無料）

■とき　　　　5/20（金）9：30 ～ 11：30
■ところ　　　保健センター
■内容　　　　離乳食の進め方、初期の調理実習など
■対象　　　　生後 5 ～ 6 か月のお子さんの保護者
■定員　　　　10 名程度
■持参品　　　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、
　　　　　　　バンダナ、手拭きタオル
■申込期限　　5/16（月）まで
■申し込み先　保健センター（予約制）　28-6054

　育児相談・妊婦相談（無料）

■とき・ところ
　5/10（火）13：30 ～ 15：00　保健センター 
　5/17（火）10：00 ～ 11：30　土居こども館
　6/14（火）13：30 ～ 15：00　保健センター
　※相談日以外も、随時行っています
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

　ママパパ学級（無料）

妊娠・出産・育児について学べる教室です。
■ところ　　　保健センター
■対象　　　　市内在住の初妊婦とご主人
■持参品　　　母子健康手帳、筆記用具、飲み物
■申し込み先　保健センター（予約制）
※当日は 15 分前から受付（時間厳守）

　栄養・運動編

　　■とき　　　5/17( 火 )13:30 ～ 16:00
　　■内容　　　妊娠中・授乳中の食事・運動、
　　　　　　　　赤ちゃんの抱き方、授乳方法
　　■対象者　　7 ～ 9 月頃出産予定者
　　■服装　　　運動できる服装（ズボン）
　　■申込期限　5/10（火）まで
　　■定員　　　定員 10 名（先着順）

　沐浴編

　　■とき　　　5/29( 日 )9:15 ～ 12:00
　　■内容　　　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、
　　　　　　　　沐浴実習
　　■対象者　　7 ～ 10 月頃出産予定者
　　■申込期限　5/23（月）まで
　　■定員　　　20 名（先着順）

消防署につながります。自動音声で夜間救急の病院
名と電話番号を教えてくれます。

消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

妻鳥町 1501-1
（診療時間）月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　　　※祝日除く

※

※

※

急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先
生方のご協力により実施しています
すべての診療科に応じた専門治療に対応できるもの
ではなく、症状によっては他の医療機関もしくは高
次医療機関をご紹介させていただくことがあります
発熱などの症状がある場合は、来院前に電話でご相
談ください
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うまれた日

家族からのメッセージ

7 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお
子まさ募集！応募方法などは市ホー
ムページをご覧ください。
6/1（水）必着
（応募多数の場合は抽選）

德丸葵
き

帆
ほ

ちゃん（寒川町）
令和３年５月 23日
「うまれてきてくれてありがとう♡」

星野凉
り

来
く

くん（妻鳥町）
令和３年５月 13日
「笑顔いっぱい楽しい毎日をあり
がとうね」

真
鍋
淑
郎
博
士
が

市
民
栄
誉
賞
の
副
賞
を
寄
付

ノーベル物理学賞を受賞された真鍋淑
郎博士が母校の三島高校へ、市民栄誉
賞副賞の 50万円を寄付されました。

う
ま
農
業
協
同
組
合
が

母
子
健
康
手
帳
ケ
ー
ス
を
寄
贈

うま農業協同組合（合田久組合長）か
ら市へ母子健康手帳ケース 550 個が寄
贈されました。

3
18

宇
摩
法
人
会
が

め
も
り
タ
イ
マ
ー
を
寄
贈

公益社団法人宇摩法人会（三木雅人会
長）から市内の小中学校へ「めもりタ
イマー」61台が寄贈されました。

3
283

30

市報６月号は
6/1（水）発行です

株式会社ゴークラ（望月康平代表取締
役）から自由画帳 1,500 冊が市内の保
育園など計 24園に寄贈されました。

株
式
会
社
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ー
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が

自
由
画
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を
寄
贈
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●議案第 13 号「令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第 14 号）」〔所管分〕
質問　　小売店等応援商品券販売収入の収入見込みを減額していることについて、実績等を
　　　伺う。
答弁　　収入の減額については、商品券を 1 冊 3,000 円で、市民の皆さまに販売したもので、
　　　当初全市民、約 8 万 5,000 人の対象に対して、６万 1,000 冊、７割強の販売となっ
　　　た。その差である２万 4,000 冊に 3,000 円を掛けた金額である 7,200 万円を減額し
　　　ている。７割の販売率は、決して低いものではないと考えており、一定の効果があっ
　　　たと考えている。
質問　　宅地耐震化推進事業補助金の 360 万円について、予定していたより事業が増えたた
　　　め、追加されたものと考えるが、その件数と実績を伺う。
答弁　　令和２年３月に国が公表した大規模盛土造成地が、市内で 34 か所確認されており、
　　　それらの危険性について調査を行うもので、新たに事業として実施するものである。
●議案第 17 号「令和４年度四国中央市 一般会計予算」〔所管分〕
質問　　企業立地促進事業交付金について内容を伺う。
答弁　　市内の主に製造業や運送業を営む企業が、工場や倉庫を新設、または増設した場合
　　　に、その固定資産税相当額を奨励金として支給する制度である。令和４年度について
　　　は、今のところ５件の対象に 3,114 万 2,000 円の支給を予定している。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中産業建設委員会の審査概要

◎吉田善三郎　○眞鍋　幹雄　　茨木　淳志　　三浦　克彦　　  ◎委員長
　石川　　剛　　山川　和孝　　曽我部　清  　　　　　　　　　○副委員長

●議案第９号「四国中央市太陽の家条例の一部を改正する条例について」
質問　　今後のスケジュールについて詳細を伺う。
答弁　　まず指定管理については、４月に公募内容の公表、６月にプロポーザル審査、７月
　　　に最優先候補者の決定をしたいと考えている。その結果に基づき、９月議会にて上程
　　　し、10 月に基本協定を締結、引き継ぎを行い、令和５年４月から指定管理を進めて
　　　いけるように現在計画している。
●議案第 13 号「令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第 14 号）」〔所管分〕
質問　　トイレの整備工事に係る繰越明許費の、小学校施設整備事業 4,924 万 6,000 円　
　　　について、不測の遅れもあるとは思うが、計画どおり完了するのか。
答弁　　現在中学校全７校、小学校７校については既に竣工している。残りの小学校 11 校
　　　についても順次完了してきているが、昨年 11 月に発注した工事のうち、川滝小、妻
　　　鳥小、川之江小、長津小については、年度内竣工とならない可能性が出てきたため、
　　　繰越明許費補正の追加としているが、現時点では調達予定がほぼ決まり、４月中には
　　　竣工する見込みである。
●議案第 17 号「令和４年度四国中央市一般会計予算」〔所管分〕
質問　　不登校対策総合推進事業 412 万 5,000 円について詳細を伺う。
答弁　　少年育成センター内の子供支援室の相談員の人件費であり、不登校相談を中心に、
　　　来所相談、訪問相談などを実施している。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎篠永　誠司　○吉原　　敦　　横内　博之　　杉浦　良子　　　◎委員長
　飛鷹　裕輔　　谷内　　開　　谷　　國光　　　　　　　　　　○副委員長

市　議　会



●議案第 13 号「令和 3 年度四国中央市一般会計補正予算（第 14 号）」〔所管分〕
質問　　ふるさと納税推進事業が約 3,000 万円増額されている。ふるさと納税の収支を伺う。
答弁　　ふるさと納税は今回の補正を含め、４億 5,000 万円を見込んでいる。積立金は２億
　　　1,000 万円ほどで、おおよそ半分ぐらいの収入を見込んでいる。
●議案第 17 号「令和４年度四国中央市一般会計予算」〔所管分〕
質問　　マイナポイント利用環境整備事業 700 万円の内容と令和３年度の手続きの件数を伺
　　　う。
答弁　　マイナンバーカード普及のための委託料であるが、　大半は人件費である。手続き
　　　の件数は、令和３年４月～８月と令和４年１月から２月の７か月間で 3,036 件、1 月
　　　当たり 433 件である。
質問　　積極的にプロモーションやＤＸを進めていくとのことだが、推進のための予算枠を
　　　伺う。
答弁　　シティプロモーション戦略の策定は、約 1,400 万円の委託料を計上している。令和
　　　４年度は、マーケティング調査とそれを踏まえた具体的な戦略を立案していく。３年
　　　間で取り組む予定で、新年度に戦略を策定し、令和５年、６年で具体的に実施してい
　　　きたい。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎川上　賢孝　〇山本　照男　　猪川　　護　　眞鍋　利憲　　  ◎委員長
　三好　　平　　三宅　繁博　　井川　　剛　　原田　泰樹  　　○副委員長

番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議案第 25 号 令和 4 年度四国中央市駐車場事業特別会計予算 原案可決

議案第 26 号 令和 4 年度四国中央市介護予防支援事業特別会計予算 原案可決

議案第 27 号 令和 4 年度四国中央市後期高齢者医療保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 28 号 令和 4 年度四国中央市城山下臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 29 号 令和 4 年度四国中央市水道事業会計予算 原案可決

議案第 30 号 令和 4 年度四国中央市工業用水道事業会計予算 原案可決

議案第 31 号 令和 4 年度四国中央市公共下水道事業会計予算 原案可決

議案第 32 号 令和 4 年度四国中央市財産区管理会特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 一般財団法人愛媛県廃棄物処理センター東予事業所解体撤去工事委託変更契約の締結について 原案可決

議案第 34 号 市道路線の認定及び変更について 原案可決

議案第 35 号 四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 36 号 四国中央市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 37 号 令和 3 年度四国中央市一般会計補正予算（第 15 号） 原案可決

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 異議なき
答　　申

決 議 第 １ 号 ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する決議について 原案可決
３年

請願第 1 号 米価の暴落阻止のため過剰在庫の市場隔離と生活困窮者への食料支援を求める請願 継続審査

３年
陳情第 2 号 加齢性難聴者のための補聴器購入費助成制度の実施を求める陳情 継続審査

３年
陳情第４号 家族従業者の人権保障のため「所得税法第 56 条の廃止を求める意見書」採択を求める陳情書 不 採 択

※賛否が分かれたものについては市議会ホームページへ掲載しています



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議 案 第 3 号 四国中央市住宅マスタープラン委員会条例の制定について 原案可決

議 案 第 4 号 四国中央市事務分掌条例及び四国中央市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 5 号 四国中央市ケーブルネットワーク施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 6 号 四国中央市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 ７ 号 四国中央市特別会計条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 8 号 四国中央市基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議 案 第 9 号 四国中央市太陽の家条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 10 号 四国中央市子ども若者発達支援センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 11 号 四国中央市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 12 号 四国中央市消防団条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 13 号 令和 3 年度四国中央市一般会計補正予算（第 14 号） 原案可決

議案第 14 号 令和 3 年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第 15 号 令和 3 年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案第 16 号 令和 3 年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

議案第 17 号 令和 4 年度四国中央市一般会計予算 原案可決

議案第 18 号 令和 4 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 19 号 令和 4 年度四国中央市国民健康保険診療所事業特別会計予算 原案可決

議案第 20 号 令和 4 年度四国中央市介護保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 21 号 令和 4 年度四国中央市福祉バス事業特別会計予算 原案可決

議案第 22 号 令和 4 年度四国中央市港湾上屋事業特別会計予算 原案可決

議案第 23 号 令和 4 年度四国中央市西部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 24 号 令和 4 年度四国中央市寒川東部臨海土地造成事業特別会計予算 原案可決

令和 4 年 第 1 回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧

　 ◆いまだに 2 億円もの回収額が残る住宅新築資金の回収策を問う
住宅新築資金残高が今でも 2 億円と長引いた原因は、貸し付け条件の甘さや債権管理の不
十分さ、行政が運動団体の主張に押されっ放しなどにある。回収不能貸付金と滞納者 72
人の返済額の内訳などをただすと共に法的な回収を求める。

その他の質問　〇自衛隊への若者の名簿提供について　　　　　〇電子図書館の推進について
　　　　　　　〇気候変動、脱炭素社会への取り組みについて　〇学校の校則について

　　　　副市長、人権施策課長副市長、人権施策課長
　返済状況は、月額の返済額が 1 万円未満の方が 27 人、1 万円以上の方が 20 人であり、こ
れらのほか収入減少などの理由によって定期的な返済が困難な借受人もいる。
　本事業の貸付金は、これまで本人はもとより連帯保証人や相続人への請求、回収困難な事
案については、顧問弁護士と協議を重ねながら、それぞれの事案に即した適切な回収に鋭意
取り組んできており、着実に歩みを進めていると認識している。
　回収業務の考え方についてだが、当事業の業務実施においては、個人情報の適切な取り扱
いなどを含めて総合的に勘案すると、これまでどおり職員により回収業務を進めることが最
善であると考える。
　今後とも引き続き懸命な回収努力を継続し、また、債権管理条例の趣旨に基づき、債権整
理に真摯に取り組みたいと考える。

令和 4 年第 1 回 四国中央市議会定例会

飛鷹裕輔議員

市　議　会



※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

　
◆災害時用支援者ネットワークの構築について
近い将来発生すると言われる「南海トラフ巨大地震」において、災害弱者と言われる高齢者・
障がい者などへの避難対策が求められている。そこで、地域防災力を高めるため「自主防
災組織」と連携し、他市で見られる「黄色いハンカチ作戦」の普及を考えてみてはどうか。

その他の質問
〇ごみ処理施設再編と脱炭素社会に向けた取り組みについて

　　　　総務部長総務部長
　防災の専門機関である消防署や消防団と緊密な連携、協力による
取り組みが必要である一方、地域の実情に合わせて「黄色いハンカ
チ作戦」の普及による地域ぐるみで防災力の向上を図っていくこと
も有効な手段であると認識しており、今後、四国中央市自主防災組
織連絡協議会に先進地事例として紹介し検討していきたい。
　いずれにしてもサポートを必要とする避難行動要支援者、それ
を支える自主防災組織などの支援者の充実強化、また避難行動要
支援者が避難する指定福祉避難所の指定拡充など三位一体で連携
強化を図っていきたいと考える。

　
◆老朽危険空き家対策における新たなインセンティブの付与を求めて
現在、老朽危険空家除却補助金では限度額 80 万円で補助率が 5 分の 4 となっている。し
かし、沿道要件と倒壊要件といった県独自の要件が課されており、対象にならないケース
が多い。柔軟性を持った補助金制度に改めることや市独自の施策を検討するよう求める。

その他の質問　〇道路管理における除草について

　　　　副市長、副市長、建設部長建設部長
　老朽危険空家除却補助金は、その補助率、補助金額とも高水準であり、高い公益性を持つ
危険な空き家の除却を対象としている。その他の事案についても、それぞれの段階や要因に
よって何らかのインセンティブ（動機付け）があれば、空き家の発生抑制が更に進むのでは
ないかということは容易に想像できるが、現状では、所有者の責任において除却していただ
いている。しかし、県の補助要件に該当しない事案についても、悪影響の程度と危険などの
切迫性を踏まえつつ、補助要件を見直し、市独自の補助などについても検討する必要がある
と考える。また、現在進めている「第 2 期空家等対策計画」の策定作業と併せ、新たな支援
策についても空家等対策協議会での検討を賜りたいと考える。

　
◆工事入札事件の再発防止を求める
12 月議会にて、「入札契約制度再検討分科会で入札契約制度における再発防止策の報告書
の作成を進め、再発防止策検討委員会へ提出し、審議のうえ機関決定を経て、議員へ報告
し再発防止策の公表を予定している」との答弁があったが、その結果の公表を求める。

その他の質問　〇令和 4 年度の当初予算編成方針について
　　　　　　　〇国民健康保険料の均等割減免の拡大について
　　　　　　　〇高校卒業までの医療費完全無料化の実施について

　　　　財務部長財務部長
　入札契約制度再検討分科会での取り組みとして、入札契約事務の遂行上での情報漏えいリ
スクの洗い出しや職員アンケートの分析結果に基づき、入札契約関係書類の取り扱いについ
て改善できる点があること、発注事務の手順自体に不安を抱えている職員がいること、利害
関係者からの質問に対して答えられる範囲の明示が必要であることなどの課題を抽出した。
　これらの課題に対応するため、入札契約関係要綱などの見直し、利害関係者への対応や事
務処理マニュアルの策定、官製談合防止法や入札契約制度についての研修体制の強化などの
再発防止策について取りまとめた報告書を作成し、再発防止策検討委員会へ提出している。
　現在は、再発防止策検討委員会において、コンプライアンス分科会と入札契約制度再検討
分科会とが、それぞれ作成した再発防止策について審議を行っている。結果の公表については、
この審議後に行う予定である。

三好　平議員

茨木淳志議員

曽我部　清議員



　
◆ 35 人学級に向けて教員不足のリスクと教員の労働環境整備について

「教育は人なり」と言われるように、子どもの将来に影響を与える教員であるが、成り手
減少、退職者の約半数が中途退職者である中、教育現場は 60％以上の教員の労働時間が過
労死ラインを超える過酷な労働環境となっている。現状とリスク対応及び改善対策を問う。

その他の質問　〇紙のまち日本一を産学官連動で維持するために　〇新宮地域を活性化する対策

　　　　教育長、教育指導部長教育長、教育指導部長
　本市では、年度初めに小中学校で必要な教員を配置できない事態は発生していない。しかし、
現状ベテラン教員は他の世代に比べ薄い構成である。今後、ベテラン教員の教育実践やノウ
ハウを引き継いでいく体制づくりや将来の年齢構成を踏まえた取り組みが必要である。
　平成 28 年度から令和 2 年度の間に退職した 113 名の内、定年退職が約 65％、勧奨退職が
19％、普通退職が 15％であり、中途退職が半数を占める状態ではない。しかし、教職員の労
働環境の改善は重要なことであり、労働時間の実態把握を正確に行うため、出退時間の管理
を行い、毎月勤務状況の市教委への報告を義務付けている。これにより、超過勤務や休日出
勤が減少しているものの依然、個人差はある。また、ノー残業日の設定、職員室内へ「かえ
るボード」を設置し、各自が表示するなど、意識付けを図っている。人的支援として各種支
援員の配置など、他市と比較しても多数の人員配置がされている。更には、ICT 機器の活用
による業務の効率化、時短など適正な勤務時間の設定に係る取り組みを進めると共に、働き
方改革について保護者や地域の理解が得られる取り組みが必要であると考える。

　
◆市民サ－ビスの向上について
災害や感染症などに複合的に見舞われる事態も想定される近年、証明書発行などの市民サ
－ビスを提供するために、ICT を活用した新たなサ－ビスが社会基盤の構築において重要
である。その中で、早期のコンビニ交付の実施が求められると考えるが見解を問う。

その他の質問　〇男女共同参画計画について　〇企業版ふるさと納税について

　　　 市民窓口センター所長市民窓口センター所長
　本市では、平成 29 年からコンビニ交付導入の検討を行ってきたが、実施には至っていない。
　検討事項として、必要経費や費用対効果、運営方法などについて、調査・研究してきたが、
マイナンバーカードの普及が前提であることから早期の導入は見送った経緯がある。
　しかし、マイナンバーカードの利活用によって、住民一人ひとりがデジタル化の恩恵を享受
することが求められるようになり、コンビニ交付導入の必要性も高まってきたと認識している
ため、導入に向けた具体的な計画など、予算面を含めた検討を進めている。

令和 4 年第 1 回 四国中央市議会定例会

　
◆小児（5 歳から 11 歳まで）への新型コロナワクチン接種について
四国中央市での小児への新型コロナワクチン接種の方法及び成人のワクチン接種との違い
や副反応について伺う。また、その留意点を伺う。

その他の質問　〇コロナ禍における高齢者の健康管理について　〇来庁しやすい市役所にするために

　　　　市長市長
　小児用のワクチンは、令和 4 年 1 月に特例承認されたことに伴い、12 歳以上と同様に予防
接種法上の臨時接種として位置付けられたことから、本市においても接種体制を構築し、準
備を進めており、接種方法として、個別接種を中心に市内の小児科 6 医療機関で実施する。
　小児ワクチン接種は、努力義務の規定が適用されていないが、既に接種を開始している諸
外国において、5 歳から 11 歳までの 2 回接種後の発症予防効果は高いとの報告もある。あく
まで、本人と保護者の判断となるが重症化リスクの高い基礎疾患がある小児は、主治医の意
見も確認したうえで接種していただければと考える。
　小児用のワクチンは、12 歳以上のものとは別の種類となり、取り扱いに注意が必要で、小
児科のみで接種することとしており、副反応が成人と同様に 2 回目の接種後の方が多く現れ
るようだが、ほとんどが中等度以下で、現時点で得られている情報の範囲では安全性に重大
な懸念は認められないと判断されている。小児の接種に当たっては、厚生労働省のリーフレッ
ト配付などにより、教育委員会やこども課とも連携しながら情報提供に努めている。

猪川　護議員

杉浦良子議員

谷内　 開議員

一 般 質 問



※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

　
◆本市所有のマイクロバスの運用について伺う
社会福祉協議会が行っていたマイクロバス貸与事業が令和 2 年度をもって終了したことを
受け、これまでボランティア団体や福祉関係団体に研修や交流を目的として貸し出しをし
ていた事業の代わりの事業として市の所有するマイクロバスの活用ができないか伺う。

その他の質問　〇高齢者の運転免許返納に伴う支援について伺う
　　　　　　　〇日常生活での買い物支援について伺う

　　　　福祉部長福祉部長
　本市の所有しているマイクロバスは、管理課で管理している 3 台以外に、それぞれの行政
目的に応じて使用しているバスが数台ある。その中で、老人福祉センター利用者の送迎用と
して高齢介護課が保有している 1 台は火曜から金曜までの週 4 日の運行をしており、土・日・
月の週 3 日は運行がないため、この 3 日間限定での活用については検討する余地がある。一
方で、運転手の確保や保険の問題、利用に関するルールづくりなど、いくつかの問題もある。
　今後、関係各種団体の状況や他市の取り組みなども調査したうえで、マイクロバスの有効
活用が図られるよう研究していきたいと考える。
　併せて、市マイクロバスの運用・活用が難しい場合についても、どのようなことができる
か調査・研究していきたい。

　
◆新型コロナウイルス感染症対策について
市民を救うさまざまな公的対策事業が行われ、今日に至っている。今後、市民生活及び商
店などの応援に地域限定の独自の商品券を早急に発行する予定はないか伺う。

その他の質問　〇地域防災について　〇地域福祉について
　　　　　　　〇地域交流について　〇地域文化について

　　　　副市長副市長
　新型コロナウイルス感染症が確認され 2 年が経過し、その間、本市においてさまざまな
緊急経済対策を講じてきた。その中で、コロナ禍による外出自粛要請などにより、地域経済
が停滞し、特に飲食店や小売店などの売り上げが大きく落ち込む中、市内消費を喚起・下支
えするため、昨年 6 月に販売を開始し、今年の 1 月末日まで利用いただいた、「しこちゅ～
2021 プレミアム付商品券」は、市民全体の 7 割を超える方々に購入いただき、3 億円余りに
及ぶ商品券が、市内の小売業や飲食業、サービス業など 424 店舗の取扱店で使用され、市内
の消費喚起に一定の効果が得られたと考えている。
　なお、現在、今回の商品券事業の効果検証のため、取扱店に対してアンケートを実施して
いるところで、本事業の成果や課題を分析し、より一層市民生活及び小売店などに対して、
効果的な施策が講じられるよう、今後に生かしたいと考えている。

　
◆中学校の校則について
近年 LGBT などの性的少数者への理解も進み、校則にまつわる議論は全国各地の学校で行
われている。また昨年 6 月、文部科学省から校則の見直しを促す連絡があった。市内の中
学校でも先進事例が出てきているが、各校の取り組み状況にどの程度差があるのかを問う。

その他の質問　〇 DX の推進について　〇第三次総合計画の立案について

　　　　教育指導部長教育指導部長
　市内中学校においては、おおむね校則を改定する手順として、生徒から出た意見は、学級
での話し合い及び生徒総会を経て生徒、保護者、教員の 3 者からなる校則検討委員会で協議
する流れとなっている。それとは別に、生徒の声を拾い上げる工夫として、アンケートを年
に複数回実施し、それを直接校則検討委員会に議題として挙げる学校もある。
　校則については、市内全ての中学校で毎年見直しを行っており、令和 2 年度からの 2 年間で、
市内全ての中学校で校則に変更を加えたとの報告を受けている。
　コロナ禍ではあるが、今年度も積極的に校則について検討を行い 10 か所余りに変更を加え
た学校もある。これは、生徒が意見を出しやすい環境が、整っていることを伺わせる事例か
と思う。今後も、生徒の意見はもちろんのこと、保護者や地域の声も取り入れながら、より
良い校則となるよう各学校において積極的な見直しが行われていくものと考える。

三浦克彦議員

横内博之議員

眞鍋幹雄議員



　

　
◆中核病院の建設などについて
2025 年度内の開院、診療科目の調整、新生児集中治療室の設置、周産期医療の充実、精
神科病棟の再開などの要望をしているが、その後どうなっているのか、計画に遅れはない
のか、周辺道路の整備も重要である。建設に向けて現在の進捗状況について伺う。

その他の質問　〇「四国中央市障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる愛ある社会を目指
　　　　　　　　す条例」制定に伴い取り組む重要施策について　〇森林整備について

　　　 市民部長市民部長
　要望事項については、9 月に県が設置する宇摩構想区域地域医療
構想調整会議へ市の意見として提出したところである。これまでの
会議では、中核病院の基本構想案についても報告があったが、必要
とされる医療提供体制を確保するためには、診療科目の調整など医
療機能の分化や病院間の連携について継続的な協議の必要性が確認
されたところである。本市としては、建設予定地の敷地拡張のための市道の一部廃止を行い、
今後は所定の手続きを経た後、当該土地の譲渡に向けた協議を進める予定である。コロナ禍の
影響もあり、当初の計画より遅れているが、基本構想については、最終の調整段階にあり、近
く開催される公立学校共済組合の運営審議会に諮ったうえで決定される。その報告がありしだ
い、市報などで情報提供する。

令和 4 年第 1 回 四国中央市議会定例会一 般 質 問

　　　　市民くらしの相談課長市民くらしの相談課長
　本市では、中学校家庭科の授業で消費者教育の一環として、市民く
らしの相談課職員が、「よりよい消費生活のために」、「消費者の権利と
責任」、「契約と消費者トラブル」などについての出前講座を毎年、市
内全中学校の 3 年生を対象に行っている。
　また、市内全高等学校については、消費生活に関する啓発チラシな
どを配布、活用していただいており、今後も継続して行っていきたい。
　来月から 18 歳は成人ですと言われても不安が残るのは確かであり、
まずは家庭で、大人が一人前の成人となれるよう導き、見守ることが
大切なのではないかと考えるが、市としても成人年齢が 18 歳になるこ
とを視野に入れての啓発などを研究・検討していきたいと考える。

◆ 18 歳成人制度について伺う
146 年ぶりの民法改正で成人年齢が 20 歳から 18 歳へ引き下げとなり、社会参画を促す
こととなるが、その半面、クレジットカードの使用や契約など自己決定に伴うトラブルに
不安を感じる。本市は真剣に注意喚起や啓発などの対策に取り組もうとしているかを問う。

その他の質問　〇 GIGA スクール構想下における特別支援教育について
　　　　　　　〇放課後児童クラブ運営について
　　　　　　　〇令和 4 年度の保育園などの受け入れ状況を伺う

　
◆全国小中学校体力テストの県内市町別結果で本市が非公表としているのはなぜか
県教育委員会からの公表が新聞掲載された一覧表において、本市のみが平均体力合計点を
非公表としている。これでは市民が、子どもたちの体力のレベルを知ることができない。
県内市町で本市のみが非公表は理解に苦しむ。公表するべきだと思うが見解を問う。

その他の質問　〇一般公募による市有地の売り払いについて

　　　　教育長教育長
　「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」は、国が定める
実施要領に基づいており、調査結果の公表に関して詳細な規
定がある。その中で、調査により測定できるものは、体力や
運動能力の一部であり、教育活動の一側面であることを踏ま
え、序列化や過度な競争が生じないように教育上の効果や影
響などに十分配慮することが特に重要とされている。
　また、公表に関しては、各市町村教育委員会からの同意を
得ることや単に体力合計点などの数値のみの公表は行わない
ことが明確に規定され、教育上の影響などを踏まえ、必要性について慎重に判断するよう定
められている。本市としては、これらの方針に従い、公表の必要性について慎重に判断した
うえで、県教育委員会に本市の子どもたちの各種目別結果のレーダーチャート及び分析結果
の公表に対して、同意している。

消費者庁の啓発ポスター

吉原　敦議員

吉田善三郎議員

篠永誠司議員
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◆コロナ禍における経済対策について
　　　　令和 4 年度では、ウィズコロナ・アフターコロナに対応できる地域産業を形成する
　　　ため、4 つの地域産業支援策を講じる。
　　　　まず、事業継続支援策として、感染症対策を含めた BCP の策定に係る経費の一部
　　　補助をする。次に、雇用促進策として、労働力の確保が困難となっている事業所に対
　　　し、インターンシップとして学生を受け入れた実績に対し、奨励金を支給する。また、
　　　販路開拓支援策として、総合マッチングサイト「四国は紙國」への登録のための自社
　　　ホームページ作成に係る経費の一部補助をしたいと考える。
　　　　最後に、感染対策強化策として、県が実施した「愛顔の安心飲食店認証制度」の認
　　　証を受けた飲食事業所に対し、店舗の感染症対策に必要となる経費の一部補助を行う、
　　　以上 4 事業を新たに実施していく。

◆太陽の家の施設更新について
　　　　主なポイントは、地域移行推進、丁寧な意思決定支援、サービス低下の回避、官民協働による運営の効
　　　率化である。
　　　　進捗状況だが、昨年度から庁内プロジェクト会議で議論を重ね、今年度、施設更新の方針を定めた。そ
　　　の内容であるが、官民協働による運営効率化のために、令和 5 年度に指定管理者制度の導入を目指し、令
　　　和 7 年度に民間運営に転換、令和 8 年度から 9 年度にかけて新たな施設建設を民間が行い、令和 10 年度
　　　に供用開始の方針を定めている。
◆城山下臨海土地造成事業について
　　　　本埋立事業は、令和 4 年 12 月に公有水面埋立免許を取得し、令和 5 年の工事着工、令和 11 年の事業
　　　完成を目標としている。進捗状況であるが、昨年 8 月末に県において本埋立事業計画が承認されたことを
　　　受け、本年 6 月の公有水面埋立免許出願に向けて鋭意作業を進めている。
　　　　今後は、護岸の実施設計など埋立免許取得に必要な調査設計業務を実施すると共に、本年 6 月頃には埋
　　　立計画地周辺の地域代表者などに対し、事業概要を説明できるよう準備を進め、その後は、漁協や関係機
　　　関などとも意見交換しながら、地元での説明会の規模や内容などを検討していく。

◆ GIGA スクール構想による ICT の活用について
　　　　本市では、令和 3 年度より、ICT の運用を本格的に開始し、全ての学校に高速大容量通信ネットワーク、
　　　大型提示装置、1 人 1 台端末の配備を行い、また授業支援システムやドリル型ソフトを充実させ、ICT 機
　　　器を活用した教育を積極的に推進しているところである。
　　　　今年度の「愛媛の教員が身に付けるべき ICT 活用スキルチェックに関する調査」では、本市の小学校が
　　　県下 1 位、中学校が県下 3 位となり、研修や教職員の努力の成果が表れているところである。ICT 環境に
　　　関するアンケート調査では、児童、生徒の 94％以上が「ICT を活用した授業が楽しい、分かりやすい」　
　　　と回答しており、ICT 機器を文房具の一つのように日常的に活用している姿がうかがえる。

◆市内の公民館の施設整備について
　　　　北地区交流センター整備事業の進捗状況であるが、先般、建設委員会で決定された建設用地の取得に係
　　　る事務手続きが完了し、建設予定地の造成工事の発注を行ったところで、今後は施設の仕様について協議
　　　を進め、建築設計に着手し、令和 5 年度中の完成を目指し取り組んでいきたいと考える。公民館の整備指
　　　針については、個別施設計画の「公民館・交流センター編」で計画を策定しており、改築などが必要であ
　　　る金田、豊岡、川滝、関川公民館などの各施設の整備を順次進めていく予定となっている。

※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

無会派の会無会派の会

原田 泰樹 議員



　

◆令和 4 年度当初予算編成方針について
　　　　令和 4 年度の予算編成は、引き続き、新型コロナウイルス対策に万全を期すと共に、
　　　従来からのまちづくりの諸施策も前進させ、本市が直面する諸課題への対応にもしっ
　　　かり取り組むよう意を用いた。
　　　　歳入については、根幹となる市税収入がコロナ禍においても幸いにも影響が少な
　　　く、増収と見込んでいるが、将来への財政負担の軽減や財政収支の均衡を図るため
　　　に不足する財源対策として、財政調整基金の取り崩しや交付税の代替財源である臨
　　　時財政対策債の発行、更にはふるさと納税も大幅に増額し、貴重な財源として活用
　　　することとした。歳出については、コロナ対策の各種事業費に加え、少子高齢化社
　　　会への対応や防災・減災対策、子育て環境の充実、地域産業の活性化などさまざま
　　　な事業にバランスよく必要な経費を計上すると共に、DX や脱炭素など新しい社会変
　　　容に対応した事業を盛り込んだ予算編成とした。

◆ SDGs の推進について
　　　　具体的な取り組みとして、第二次総合計画に掲げる各施策と SDGs の 17 のゴールとの関連付けを行い
　　　可視化し、概要や自治体の役割などについて理解を深めるための研修を実施した。
　　　　今後は、市内で SDGs の推進に取り組む企業や団体を推進パートナーとして認定し、市内金融機関や経
　　　済団体などと連携し、SDGs の達成に向けた取り組みを推進するため、4 月に四国中央市 SDGs 推進プラッ
　　　トフォームを設置することとしており、その先駆けとして 2 月にキックオフセミナーを開催した。プラッ
　　　トフォームでは、SDGs に関するセミナーや勉強会、ビジネスマッチングや普及啓発活動などを行うこと
　　　としており、これを機に SDGs 推進の取り組み拡充と普及に努めてまいりたいと考える。

◆地球温暖化対策事業について
　　　　カーボンニュートラルへ向けた取り組みを推進するに当たり、基本的な方針として、本市の現状や今後
　　　のあるべき将来像、更には SDGs の達成に主眼を置いた第 4 期四国中央市地球温暖化対策実行計画を来年
　　　度に策定する。
　　　　策定に当たり、これまでの取り組み成果を整理し、市内の温室効果ガスの排出量や電力需要量の調査を
　　　行うと共に、再生可能エネルギーの導入可能量や省エネによる電力削減量などを把握したうえで、今後の
　　　具体的な達成目標を設定する。

◆少子化対策と子育て支援について
　　　　本市の出生数は、令和 2 年が 544 人、令和 3 年が 505 人と 39 人減少している。10 年前と比較すると
　　　平成 23 年が 693 人で 188 人減少し、少子化が進行している。
　　　　体制については、国のこども家庭庁創設という方針に沿った形で令和 4 年度の組織・機構の改編におい
　　　て、こども施策の充実を図るため、子育て支援施策事業を主に行うこども家庭課と保育園・幼稚園などの
　　　施設管理を含めた施策事業を主に行う保育幼稚園課に分課し、重要施策である「少子化対策と子育て支援」
　　　に取り組む。

◆書道パフォーマンス甲子園を活用したシティプロモーションについて
　　　　書道パフォーマンス甲子園は、平成 20 年にわずか 3 校から始まり、現在では 100 校を超える応募があ
　　　る。15 回の節目に当たる来年度の大会は 7 月 24 日を予定しており、優勝校には文部科学大臣賞、準優　
　　　勝校には愛媛県知事賞の授与を行う。
　　　　また、大会のシンボルとなるロゴ制作の世界的な墨絵アーティストへの依頼や会場デザインの変更など
　　　も検討しており、15回の記念大会を契機として更に大会がグレードアップできるように準備を進めている。

令和 4 年第 1 回 四国中央市議会定例会

みらいみらい

川上 賢孝 議員

代 表 質 問



　四国中央市議会では、ウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周辺　四国中央市議会では、ウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周辺
国とその国々における救援活動を支援するため、令和 4 年 4 月 13 日に日本赤十字社愛媛県支部四国国とその国々における救援活動を支援するため、令和 4 年 4 月 13 日に日本赤十字社愛媛県支部四国
中央市地区長である篠原実市長に救援金を寄託しました。中央市地区長である篠原実市長に救援金を寄託しました。

　　令和 4 年第 1 回定例会は、去る 3 月 1 日から
3 月 23 日までの 23 日間の会期で開かれました。
　市長提出議案など 35 件、諮問 1 件、決議 1 件、
請願 1 件、陳情 2 件が上程されました。

主な内容
①代表質問 ･･･････････････････P35 ～ P34
②一般質問 ･･･････････････････P33 ～ P29
③議決結果一覧 ･･･････････････P29 ～ P28
④委員会の審査概要 ･･･････････P28 ～ P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています

ウクライナへの人道危機救援金を篠原市長に寄託しましたウクライナへの人道危機救援金を篠原市長に寄託しました

議

だより№ 72№ 72

～質問ページが親しみやすくリニューアルされました～～質問ページが親しみやすくリニューアルされました～
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